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一
．
は
じ
め
に
（
問
題
の
所
在
）

Ｅ
Ｕ
は
、
承
知
の
通
り
、
一
定
の
分
野
で
は
あ
る
が
、
加
盟
国
に
よ
る
主
権
的
権
利
の
制
約
を
前
提
と
し
て
作
ら
れ
た
超
国
家
的
統
治

体
で
あ
る
（
１
）

。
た
だ
し
、
条
約
上
、
ど
の
よ
う
な
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
の
か
、
必
ず
し
も
明
文
の
規
定
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
欧
州
統
合
は
、
拡
大
と
深
化
の
名
の
下
に
、
確
実
に
前
進
し
て
い
る
。〝
拡
大
〟
と
い
う
観
点
か
ら
眺
め
る
と
、
Ｅ
Ｕ
は
、

最
初
の
原
加
盟
六
か
国
体
制
か
ら
、
今
日
ま
で
第
五
次
に
わ
た
る
拡
大
を
見
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
一
九
九
〇
年
の
東
西
ド
イ
ツ
の
統
一

前
ま
で
は
第
三
次
拡
大
ま
で
進
行
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
加
盟
国
数
は
六
か
国
が
増
え
て
計
一
二
国
に
な
る
だ
け
だ
っ
た
が
、
東
西
ド
イ



一
五
四

ツ
統
一
以
後
は
二
度
の
拡
大
で
東
欧
、
中
欧
、
南
欧
諸
国
へ
と
拡
大
が
広
が
り
、
加
盟
国
数
は
一
挙
に
一
五
か
国
増
え
て
現
在
二
七
か
国

に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
Ｅ
Ｕ
は
人
口
に
し
て
五
億
人
を
超
え
る
一
大
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
（
２
）

。
し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
で
は
現
在

も
複
数
の
国
と
の
加
盟
協
議
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
で
拡
大
は
終
止
符
が
打
た
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

他
方
、
欧
州
統
合
の
〝
深
化
〟
へ
目
を
向
け
る
と
、
Ｅ
Ｕ
基
本
条
約
の
中
核
と
も
い
え
る
Ｅ
Ｅ
Ｃ
条
約
に
よ
り
、
当
初
目
標
と
さ
れ
た

「
共
同
市
場
」（C

om
m

on M
arket

）
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
世
界
的
不
況
の
あ
お
り
を
受
け
、
完
成
が
大
き
く
遅
れ
、

一
九
八
五
年
に
欧
州
委
員
会
よ
り
市
場
統
合
白
書
が
出
さ
れ
る
ま
で
、
長
く
ユ
ー
ロ
ペ
シ
ミ
ズ
ム
か
ら
立
ち
上
が
れ
な
い
で
い
た
。
し
か

し
、
一
九
八
五
年
、
欧
州
委
員
会
よ
り
市
場
統
合
白
書
が
出
さ
れ
る
や
、
欧
州
統
合
は
劇
的
に
停
滞
を
乗
り
越
え
て
再
発
進
し
始
め
た
。

こ
う
し
て
、
基
本
条
約
の
最
初
の
改
正
条
約
で
あ
る
一
九
八
六
年
単
一
欧
州
議
定
書
（
Ｓ
Ｅ
Ａ
）
に
よ
り
、
一
九
九
二
年
末
に
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
通
り
、
モ
ノ
、
人
、
サ
ー
ビ
ス
、
資
本
の
四
つ
の
生
産
財
の
自
由
移
動
が
確
保
さ
れ
る
「
域
内
市
場
（
３
）

」（Internal M
arket

）
が

完
成
し
た
。

次
い
で
一
九
九
二
年
の
Ｅ
Ｕ
条
約
、
す
な
わ
ち
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
に
よ
り
、
経
済
通
貨
同
盟
（
Ｅ
Ｍ
Ｕ
）
及
び
そ
の
な
か
で
通
貨

の
統
合
を
図
る
と
い
う
新
た
な
目
標
が
立
て
ら
れ
た
。
一
九
九
九
年
一
月
一
日
、
一
一
か
国
で
共
通
の
新
通
貨
ユ
ー
ロ
の
導
入
に
成
功
し
、

現
在
で
は
、
Ｅ
Ｕ
二
七
か
国
の
う
ち
、
今
通
貨
危
機
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
ギ
リ
シ
ャ
（
４
）

を
含
め
て
、
一
七
か
国
で
ユ
ー
ロ
が
導
入
さ
れ
て

い
る
（
５
）

。
ま
た
、
二
〇
〇
四
年
に
東
中
欧
諸
国
の
加
盟
に
よ
る
大
幅
な
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
と
、
主
と
し
て
効
率
あ
る
い
は
民
主
的
統
制
の
強
化

の
観
点
か
ら
Ｅ
Ｕ
の
機
構
改
革
が
迫
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
九
七
年
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
、
二
〇
〇
一
年
の
ニ
ー
ス
条
約
に
よ

り
基
本
条
約
が
改
正
さ
れ
、
そ
の
中
で
一
定
の
機
構
改
革
が
図
ら
れ
た
。
次
い
で
本
稿
が
取
り
上
げ
る
二
〇
〇
九
年
発
効
の
リ
ス
ボ
ン
条
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五

約
で
あ
る
。

欧
州
統
合
の
現
時
点
に
お
け
る
到
達
点
と
し
て
の
リ
ス
ボ
ン
条
約
は
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
欧
州
憲
法
条
約
の
轍
を
踏
ま
ず
、
実
質
的
に
、

憲
法
草
案
の
主
要
規
定
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
も
、
形
式
上
は
既
存
の
Ｅ
Ｕ
条
約
お
よ
び
Ｅ
Ｃ
条
約
の
枠
組
み
を
維
持
し
て
、
そ
れ
に
改
正

を
加
え
る
と
い
う
手
法
を
と
っ
た
。
さ
ら
に
Ｅ
Ｃ
条
約
の
名
称
は
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
（T

reaty on the F
unctioning the E

uropean U
nion

）

に
変
更
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
Ｅ
Ｃ
と
い
う
表
記
は
な
く
な
り
、
Ｅ
Ｕ
で
統
一
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
条
約
と
Ｅ

Ｕ
機
能
条
約
の
関
係
は
、
基
本
的
に
前
者
が
総
則
を
、
後
者
が
各
則
を
定
め
る
。

同
時
に
、
こ
れ
ま
で
政
治
宣
言
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
（
Ｃ
Ｆ
Ｒ
）
に
法
的
拘
束
力
が
付
与
さ
れ
た
。
ま
た
Ｅ
Ｕ
条
約

六
条
一
項
で
、
同
憲
章
は
こ
れ
ら
Ｅ
Ｕ
条
約
と
同
じ
価
値
を
も
つ
と
さ
れ
た
（
６
）

。
か
く
し
て
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
体
制
下
で
、
同
憲
章
は
、
Ｅ
Ｕ

条
約
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
（
旧
Ｅ
Ｃ
条
約
）
と
並
び
、
条
約
と
同
じ
性
質
を
も
つ
文
書
と
し
て
、
三
本
目
の
重
要
な
文
書
の
一
つ
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
Ｅ
Ｕ
条
約
の
第
一
条
に
よ
れ
ば
、「
本
条
約
は
欧
州
諸
民
の
間
に
一
層
緊
密
化
す
る
連
合
を
創
設
す
る
過
程
に
お
け
る
新
た

な
段
階
を
画
す
る
」
と
あ
る
。
こ
こ
に
言
う
リ
ス
ボ
ン
体
制
の
『
一
層
緊
密
化
す
る
連
合
を
創
設
す
る
過
程
に
お
け
る
新
た
な
段
階
』
と

は
何
で
あ
ろ
う
か
。
リ
ス
ボ
ン
体
制
に
は
、
単
一
欧
州
議
定
書
に
よ
り
域
内
市
場
の
完
成
が
目
標
と
さ
れ
た
よ
う
な
、
ま
た
Ｅ
Ｕ
条
約
に

よ
り
経
済
通
貨
同
盟
（
Ｅ
Ｍ
Ｕ
）
お
よ
び
ユ
ー
ロ
の
導
入
を
実
現
さ
せ
た
よ
う
な
、
格
別
に
大
き
な
統
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
見
い
だ
せ
な

い
。
し
か
し
、
特
別
大
き
な
統
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
見
出
せ
な
い
が
、
そ
れ
に
匹
敵
す
る
重
要
な
新
機
軸
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
こ
れ
ま
で

政
治
宣
言
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
に
法
的
拘
束
力
が
付
与
さ
れ
た
こ
と
と
考
え
る
。
と
い
う
の
は
、
基
本
権
尊
重
は
、
Ｅ

Ｕ
が
近
年
も
っ
と
も
重
点
を
置
い
て
き
た
テ
ー
マ
の
一
つ
だ
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
現
時
点
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
統
合
の
到
達
点
は
リ
ス
ボ
ン
条
約
体
制
と
し
、
こ
の
体
制
の
下
で
改
正
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト
を
明
ら



一
五
六

か
に
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
リ
ス
ボ
ン
条
約
体
制
の
新
機
軸
、
こ
れ
ま
で
政
治
宣
言
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
憲
章
に
法
的
拘
束
力
が
付
与

さ
れ
た
背
景
、
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
と
い
う
い
わ
ば
人
権
の
カ
タ
ロ
グ
を
Ｅ
Ｕ
は
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
形
成
し
て
き
た
の
か
、
さ

ら
に
は
Ｅ
Ｕ
法
の
優
位
性
の
原
理
に
及
ぼ
し
た
イ
ン
パ
ク
ト
を
探
り
た
い
。

二
．
リ
ス
ボ
ン
条
約
の
締
結
と
そ
の
形
式

二
．一　

欧
州
憲
法
草
案
と
の
関
係
（
７
）

欧
州
憲
法
条
約
（
８
）

［the T
reaty establishing a C

onstitution for E
urope 

（T
C

E

）］
は
加
盟
国
二
五
カ
国
で
二
〇
〇
四
年
一
〇
月

二
九
日
に
署
名
さ
れ
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
一
日
を
発
効
予
定
し
て
い
た
が
（
９
）

、
承
知
の
通
り
、
二
〇
〇
五
年
五
月
二
九
日
の
フ
ラ
ン
ス
、

同
年
六
月
一
日
の
オ
ラ
ン
ダ
の
国
民
投
票
で
否
決
さ
れ
、
同
憲
法
条
約
は
発
効
を
見
る
こ
と
は
な
く
発
効
を
断
念
し
た
。
挫
折
し
た
直
後

の
同
年
七
月
一
日
、
欧
州
理
事
会
の
議
長
国
に
イ
ギ
リ
ス
が
つ
い
た
。
ブ
レ
ア
首
相
は
欧
州
憲
法
条
約
の
批
准
手
続
き
に
「
熟
慮
期
間
」

（a period of reflection

）
を
提
案
し
た
（
10
）

。
そ
れ
ゆ
え
、
欧
州
憲
法
の
条
約
の
見
直
し
に
つ
い
て
本
格
的
な
交
渉
に
至
る
の
は
二
年
後
の
ド

イ
ツ
が
議
長
国
と
な
る
二
〇
〇
七
年
前
半
期
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

二
〇
〇
七
年
六
月
、
ド
イ
ツ
主
導
に
よ
る
欧
州
理
事
会
に
お
い
て
、
後
の
リ
ス
ボ
ン
条
約
と
な
る
改
革
条
約
原
案
が
合
意
さ
れ
た
。
そ

こ
で
は
欧
州
憲
法
条
約
の
批
准
の
失
敗
を
踏
ま
え
て
、
連
邦
的
要
素
、
Ｅ
Ｕ
外
相
の
よ
う
な
名
称
が
除
去
さ
れ
た
。
同
時
に
、
体
系
的
な

憲
法
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
よ
う
な
外
観
も
除
去
さ
れ
、
内
実
を
取
る
と
い
う
手
法
が
採
ら
れ
た
。
二
〇
〇
七
年
一
二
月
一
三
日
、
リ
ス
ボ
ン

条
約
（
ま
た
は
改
革
条
約
、R

eform
 T

reaty, or T
reaty of L

isbon A
m

ending the T
reaty on E

uropean U
nion and the T

reaty E
stablishing 

the E
uropean C

om
m

unity, 

二
〇
〇
七
年
一
二
月
一
三
日
調
印
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
日
発
効
）
が
調
印
さ
れ
た
。
し
か
し
、
批
准
手
続
で
ア
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一
五
七

イ
ル
ラ
ン
ド
が
国
民
投
票
で
一
度
つ
ま
ず
い
た
こ
と
も
あ
り
（
11
）

、
当
初
目
指
し
た
二
〇
〇
九
年
一
月
一
日
の
発
効
予
定
は
崩
れ
、
二
〇
〇
九

年
一
一
月
三
日
、
チ
ェ
コ
共
和
国
が
最
後
の
批
准
国
と
な
る
に
及
ん
で
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
は
よ
う
や
く
同
年
一
二
月
一
日
に
発
効
し
た
（
12
）

。

か
く
て
リ
ス
ボ
ン
条
約
は
署
名
さ
れ
る
に
至
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
を
検
証
す
る
前
に
、
発
効
を
断
念
し
た
欧
州
憲
法

条
約
に
つ
い
て
少
し
言
及
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
リ
ス
ボ
ン
条
約
と
失
敗
に
終
わ
っ
た
憲
法
条
約
草
案
の
そ
れ
と
の
手
法
を
比
較
し
て

み
る
と
、
憲
法
条
約
草
案
は
、
既
存
の
諸
条
約
、
つ
ま
り
、
従
来
の
Ｅ
Ｕ
条
約
と
Ｅ
Ｃ
条
約
を
廃
止
し
て
、
単
一
の
本
文
に
し
よ
う
と
し

た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
既
存
の
Ｅ
Ｕ
条
約
と
Ｅ
Ｃ
条
約
を
継
承
し
つ
つ
も
、
新
し
い
Ｅ
Ｕ
を
作
ろ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
は
、
既
存
の
Ｅ
Ｕ
条
約
・
Ｅ
Ｃ
条
約
の
枠
組
み
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
な
が
ら
、
既
存
の
条
約
に
改
正
を
加
え

た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
欧
州
憲
法
条
約
と
は
異
な
り
、
既
存
の
基
本
条
約
と
置
き
換
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を
修
正
す
る
形

を
と
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
内
容
的
に
は
大
幅
に
変
更
さ
れ
た
が
、
形
式
的
に
は
こ
れ
ま
で
通
り
、
Ｅ
Ｕ
条
約
と
、
Ｅ
Ｃ
条
約
は
別

個
の
条
約
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
留
ま
っ
た
。
他
方
、
挫
折
し
た
欧
州
憲
法
条
約
の
第
二
部
に
盛
り
込
ま
れ
る
は
ず
だ
っ
た
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲

章
は
、
形
式
的
に
も
内
容
的
に
ほ
と
ん
ど
変
更
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
条
約
と
は
別
個
の
三
つ
目
の
文
書
と
し
て

成
立
を
み
た
の
で
あ
る
（
13
）

。

二
．二　

改
正
条
約
と
し
て
の
構
成
と
意
義

こ
の
よ
う
な
三
部
構
成
の
文
書
を
リ
ス
ボ
ン
条
約
体
制
と
呼
ば
せ
て
頂
く
と
す
れ
ば
、
こ
の
リ
ス
ボ
ン
条
約
体
制
と
発
効
を
断
念
し
た

欧
州
憲
法
条
約
草
案
と
の
間
に
、
構
成
上
、
一
定
の
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
条
約
草
案
の
構
成
は
、
前
文

の
ほ
か
、
四
部
構
成
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
枠
組
み
は
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
体
制
下
で
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
三
つ
に
解
体
さ
れ
た
が
、
す



一
五
八

べ
て
Ｅ
Ｕ
の
名
の
下
で
、
Ｅ
Ｕ
条
約
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
並
び
に
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
と
し
て
再
編
さ
れ
た
だ
け
で
、
実
質
的
に
は
一
体
的
に

統
合
さ
れ
て
い
る
と
見
て
取
れ
よ
う
：

⑴　

憲
法
草
案
の
第
一
部
（
14
）

と
第
四
部
（
15
）

を
継
承
：
Ｅ
Ｕ
条
約
（
16
）

（T
E

U
 or T

reaty on E
uropean U

nion

）：
Ｅ
Ｕ
の
原
則
と
制
度
的
枠
組
み

を
規
定
。

前
文
＋
六
編
（
五
五
カ
条
）
か
ら
な
る
。
第
Ⅰ
編
は
共
通
規
定
（
一
─
八
条
）、
第
Ⅱ
編
は
民
主
主
義
原
則
に
関
す
る
規

定
（
九
─
一
二
条
）、
第
Ⅲ
編
は
機
関
に
関
す
る
規
定
（
一
三
─
一
九
条
）、
第
Ⅳ
編
は
よ
り
緊
密
な
協
力
に
関
す
る
規
定

（
二
〇
条
）、
第
Ⅴ
編
（
二
一
─
四
六
条
）、
第
Ⅵ
編
は
最
終
規
定
（
四
七
─
五
五
条
）。

⑵　

憲
法
草
案
の
第
三
部
（
17
）

を
継
承
：
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
（
18
）

（T
F

E
U

 or T
reaty on the F

unctioning the E
uropean U

nion

）（
既
存
の
Ｅ
Ｃ
条
約

を
改
称
）：
具
体
的
な
政
策
と
機
能
に
つ
い
て
規
定
。

前
文
＋
七
部
（
三
五
八
カ
条
）
か
ら
な
る
。
第
一
部
は
原
則
（
一
─
一
七
条
）、
第
二
部
は
差
別
禁
止
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
市
民
権

（
一
八
─
二
五
条
）、
第
三
部
は
連
合
の
政
策
お
よ
び
対
内
的
行
動
（
二
六
─
一
九
七
条
）、
第
四
部
は
海
外
の
国
お
よ
び
領
域

と
の
連
合
関
係
（
一
九
八
─
二
〇
六
条
）、
第
五
部
は
連
合
に
よ
る
対
外
的
行
動
（
二
〇
五
─
二
二
二
条
）、
第
六
部
は
機
関
お

よ
び
予
算
規
定
（
二
二
三
条
─
三
三
四
条
）、
第
七
部
は
一
般
規
定
お
よ
び
最
終
規
定
（
三
三
五
─
三
五
八
条
）。

⑶　

憲
法
草
案
の
第
二
部
（
19
）

を
継
承
：
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
（C

harter of F
undam

ental R
ights of the E

uropean U
nion

）：
修
正
な
し
に
そ

の
ま
ま
独
立
し
、
法
的
拘
束
力
を
付
与
さ
れ
た
。

前
文
＋
七
編
（
五
四
カ
条
）：　

第
一
編　

人
間
の
尊
厳
（
一
─
五
条
）、
第
二
編　

自
由
（
六
─
一
九
条
）、
第
三
編　

平

等
（
二
〇
─
二
六
条
）、
第
四
編　

団
結
（
二
七
─
三
八
条
）、
第
五
編　

市
民
権
（
三
九
─
四
六
条
）、
第
六
編　

裁
判
に
関
す



Ｅ
Ｕ
法
の
現
在
（
加
藤
）

一
五
九

る
権
利
（
四
七
─
五
〇
条
）、
第
七
編　

一
般
規
定
（
五
一
─
五
四
条
）。

か
く
し
て
、
基
本
権
憲
章
が
法
的
拘
束
力
を
持
つ
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
Ｅ
Ｕ
が
、
そ
の
立
法
、
行
政
お
よ
び
司
法
の
す
べ
て
の

側
面
に
お
い
て
、
憲
章
を
考
慮
す
る
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

な
お
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
と
名
称
変
更
さ
れ
た
由
来
は
、
憲
法
草
案
の
第
三
部
（P

art III

）
の
名
称
を
引
き
継
い
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ

で
の
名
称
は
、“T

he P
olicies and F

unctioning of the U
nion ”

と
銘
打
た
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

Ｅ
Ｕ
条
約
と
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
と
の
関
係
は
、
前
者
が
総
則
と
し
て
Ｅ
Ｕ
の
原
則
と
制
度
的
枠
組
み
を
規
定
し
、
後
者
が
各
則
と
し
て
具

体
的
な
政
策
と
機
能
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

か
く
し
て
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
は
Ｅ
Ｃ
条
約
の
中
身
を
改
正
す
る
だ
け
で
な
く
、
Ｅ
Ｃ
条
約
と
い
う
名
称
そ
の
も
の
を
「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
」

（T
reaty on F

unctioning of the E
uropean U

nion, or T
F

E
U

）
に
変
更
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
と
と
も
に
、
三
つ

の
文
書
は
Ｅ
Ｕ
の
名
称
で
統
一
さ
れ
、
Ｅ
Ｕ
の
全
体
的
一
体
性
が
保
持
さ
れ
た
。

ま
た
、
Ｅ
Ｃ
条
約
を
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
と
名
称
を
変
更
し
た
と
は
い
え
、
Ｅ
Ｕ
条
約
第
一
条
で
：「
Ｅ
Ｕ
は
本
条
約
と
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
を

基
礎
に
し
て
築
か
れ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
条
約
は
、
同
等
の
法
的
価
値
を
持
つ
。
Ｅ
Ｕ
は
、
Ｅ
Ｃ
に
置
き
換
わ
る
も
の
と
し
、
か
つ
Ｅ
Ｃ

を
継
承
す
る
」
と
規
定
さ
れ
、
内
容
的
に
も
矛
盾
し
な
い
。

三
．
リ
ス
ボ
ン
条
約
（
20
）

体
制
に
よ
る
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
と
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章

一
九
九
七
年
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
（
21
）

、
二
〇
〇
一
年
の
ニ
ー
ス
条
約
（
22
）

に
お
い
て
、
あ
る
程
度
の
機
構
改
革
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
事
実

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
改
革
は
、
二
〇
〇
四
年
に
お
け
る
大
規
模
な
東
南
中
欧
諸
国
の
加
盟
が
見
込
ま
れ
る
中
、
Ｅ
Ｕ
の
効
率
的



一
六
〇

意
思
決
定
や
運
営
上
の
実
効
性
、
民
主
性
に
必
ず
し
も
加
盟
各
国
が
満
足
す
る
合
意
は
得
ら
れ
ず
、
機
構
改
革
が
未
決
の
ま
ま
残
さ
れ
て

い
た
。
リ
ス
ボ
ン
条
約
で
の
機
構
改
革
は
そ
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
以
下
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
体
制
下
で
ど
の
よ
う
な
機
構
改

革
が
行
わ
れ
た
か
、
さ
ま
ざ
ま
あ
る
が
、
以
下
、
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
に
焦
点
を
当
て
、
同
憲
章
に
法
的
拘
束
力
が
付
与
さ
れ
た
こ
と
と
の

つ
な
が
り
の
強
い
改
正
点
に
特
化
し
、
同
憲
章
の
意
義
に
触
れ
て
み
た
い
。

三
．一　

Ｅ
Ｕ
三
本
柱
の
列
柱
構
造
の
廃
止
と
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章

リ
ス
ボ
ン
条
約
に
よ
る
改
正
点
の
な
か
で
最
も
大
き
い
改
正
の
一
つ
に
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
に
よ
り
打
ち
立
て
ら
れ
た
三
本
柱
の
廃

止
が
あ
る
。
実
は
こ
の
三
本
柱
の
廃
止
と
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
（
23
）

へ
法
的
拘
束
力
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
は
表
裏
一
体
の
関
係
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
承
知
の
通
り
、
Ｅ
Ｕ
は
、
こ
れ
ま
で
加
盟
国
か
ら
独
立
し
た
権
利
・
義
務
の
享
有
主
体
で
は
あ
っ
た
が
、
法
人
格
は
与
え
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
。
あ
っ
た
の
は
三
つ
の
共
同
体
に
あ
っ
た
。（
旧
Ｅ
Ｃ
条
約
第
二
八
一
条
、
第
二
八
二
条
お
よ
び
第
二
八
八
条
参
照
）。
し
か
し
、

Ｅ
Ｕ
条
約
四
七
条
は
「
Ｅ
Ｕ
は
法
人
格
を
有
す
る
」
こ
と
と
さ
れ
た
が
ゆ
え
に
、
Ｅ
Ｕ
と
い
う
単
一
の
法
人
格
の
下
、
こ
れ
ま
で
の
Ｅ
Ｕ

と
Ｅ
Ｃ
（
欧
州
共
同
体
）
が
併
合
さ
れ
た
（
24
）

。
併
合
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
（
Ｅ
Ｕ
条
約
）
以
来
の
三
本
柱
の
列
柱
構

造
は
廃
止
さ
れ
た
。

三
本
柱
と
は
何
ん
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
は
①
「
Ｅ
Ｃ
（
欧
州
共
同
体
）」、
②
「
共
通
外
交
・
安
全
保
障
政
策
（
25
）

（
Ｃ
Ｆ
Ｓ
Ｐ
）
及
び
③
「
司

法
・
内
務
協
力
（
26
）

」（
Ｃ
Ｊ
Ｈ
Ａ
）
の
三
つ
で
あ
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
は
、
新
し
く
こ
れ
ま
で
の
Ｅ
Ｃ
に
②
と

③
を
付
加
し
た
。
し
か
し
、
①
の
Ｅ
Ｃ
事
項
は
欧
州
司
法
裁
判
所
に
よ
る
法
の
支
配
を
受
け
る
と
さ
れ
た
が
、
②
③
の
Ｅ
Ｃ
外
事
項
は
政

府
間
協
力
で
調
整
し
て
い
く
問
題
で
あ
り
、
法
の
支
配
か
ら
は
除
外
さ
れ
る
と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
は
超
国
家
的
な
形
で
立
法
で
き



Ｅ
Ｕ
法
の
現
在
（
加
藤
）

一
六
一

る
が
、
②
と
③
は
政
府
間
制
度
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
の
立
法
権
が
存
在
し
な
い
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
Ｅ
Ｕ
と
し
て
政
府
間
に
よ
る
政

策
決
定
が
原
則
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
決
定
権
限
は
Ｅ
Ｕ
理
事
会
の
み
が
存
在
し
、
採
決
方
法
は
全
会
一
致
が
原
則
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
次
な
る
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
に
よ
り
、
こ
の
列
柱
構
造
の
三
本
目
の
柱
か
ら
、
移
民
・
庇
護
政
策
や
国
境
検
査
な
ど
、
域

内
に
お
け
る
一
定
の
管
轄
権
が
Ｅ
Ｃ
に
委
譲
さ
れ
、
超
国
家
領
域
に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
残
存
し
た
三
本
目
の
柱
は

「
警
察
・
司
法
協
力
（
Ｐ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
）」
だ
け
に
な
っ
た
。
だ
が
、
同
時
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
の
前
文
で
、
こ
れ
ら
を
「
自
由
（
27
）

、
安
全
（
28
）

お
よ
び
司
法
（
29
）

の
領
域
」（A

F
S

J （
30
）, A

rea of F
reedom

, S
ecurity and Justice

）
と
捉
え
、
Ｅ
Ｕ
の
新
た
な
目
標
と
し
て
、
域
内
に
滞
在

す
る
市
民
に
〝
自
由
と
安
全
と
司
法
〟
を
保
障
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
も
し
域
内
に
お
け
る
治
安

を
維
持
し
、
さ
ら
に
ま
た
、
庇
護
・
移
民
政
策
や
国
境
検
問
も
ま
た
Ｅ
Ｕ
の
新
た
な
権
限
と
し
て
保
障
し
な
い
限
り
、
人
々
は
域
内
を
自

由
移
動
す
る
の
を
躊
躇
し
、
結
果
的
に
人
の
自
由
移
動
の
原
則
が
阻
害
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
た
び
の
リ
ス
ボ
ン
条

約
に
よ
る
改
正
で
、
こ
れ
ま
で
の
三
本
柱
列
柱
構
造
は
解
消
さ
れ
、
そ
れ
は
「
自
由
・
安
全
お
よ
び
司
法
の
領
域
」［
警
察
・
司
法
協
力

（
Ｐ
Ｊ
Ｃ
Ｃ
）］
と
の
新
し
い
超
国
家
領
域
に
吸
収
さ
れ
た
（
31
）

。

言
う
ま
で
も
な
く
、
人
の
自
由
移
動
と
い
う
も
の
は
、
域
内
市
場
を
労
働
者
や
法
人
を
含
め
た
自
営
業
者
が
単
に
経
済
活
動
の
た
め
に

自
由
に
移
動
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
域
内
市
場
が
安
全
な
領
域
、
安
心
な
空
間
で
な
け
れ
ば
、
人
は
時
と
し
て
移
動
に
躊
躇
し
、

自
由
移
動
の
原
則
そ
の
も
の
が
阻
害
さ
れ
か
ね
な
い
。
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
市
民
権
に
基
づ
き
、
Ｅ
Ｕ
市
民
が
域
内
を
安
全
に
移
動
し
よ
う
と
す

る
際
に
、
そ
れ
を
阻
む
要
因
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
市
民
権
も
理
想
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
従
っ
て
、
Ｅ
Ｕ
が
域
内
市
場
を
安
全
な
領

域
、
安
心
の
で
き
る
空
間
に
し
よ
う
と
決
意
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
安
全
な
空
間
に
し
よ
う
と
、
治
安
維
持
、
さ
ら
に
ま
た
、
庇
護
・
移
民
政
策
や
国
境
検
問
に
Ｅ
Ｕ
が
積
極
的
に
な
ろ
う
と
す



一
六
二

る
場
合
、
人
に
よ
っ
て
は
そ
れ
が
も
っ
と
も
〝
権
力
的
な
〟
場
面
に
映
る
の
が
こ
の
自
由
・
安
全
お
よ
び
司
法
の
領
域
で
も
あ
る
。
こ
の

領
域
で
の
「
自
由
」
に
は
当
然
人
権
の
保
障
が
含
ま
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
真
に
保
障
す
る
た
め
に
は
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
に
法
的
拘
束
力
を

与
え
な
け
れ
ば
権
力
だ
け
が
独
り
歩
き
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ
の
と
き
に
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
に
初
め
て
法
的
拘
束

力
が
与
え
ら
れ
た
意
味
は
大
き
い
。
Ｅ
Ｕ
が
権
力
的
に
な
り
う
る
〝
自
由
・
安
全
お
よ
び
司
法
の
領
域
〟
を
Ｅ
Ｕ
の
新
た
な
管
轄
範
囲
に

す
る
た
め
、
そ
れ
と
引
き
換
え
に
、
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
に
法
的
拘
束
力
が
与
え
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
人
が
自
由
に
移
動
す
る
域
内

を
自
由
な
空
間
と
す
る
た
め
に
治
安
力
を
超
国
家
的
領
域
に
す
る
の
と
、
引
き
換
え
に
、
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
に
法
的
拘
束
力
が
与
え
ら
れ

た
と
い
え
る
（
32
）

。
し
た
が
っ
て
、
両
者
は
、
あ
る
意
味
で
、
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
と
い
っ
て
い
い
。

三
．二　

Ｅ
Ｕ
法
の
優
位
性
と
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章

承
知
の
通
り
、
優
位
性
の
原
理
は
、
一
九
六
四
年
の
コ
ス
タ
対
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｌ
事
件
に
お
け
る
欧
州
裁
判
所
の
先
行
判
決
（
33
）

の
中
で
確
立
さ
れ

た
原
理
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
法
と
国
内
法
の
関
係
を
考
え
る
際
の
も
っ
と
も
重
要
な
原
理
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
原
理
は
、
欧
州
憲
法
条
約
の

な
か
で
、「
Ｅ
Ｕ
法
は
加
盟
国
内
法
に
優
位
す
る
」
と
の
明
文
の
規
定
と
し
て
据
え
置
か
れ
（
Ⅰ
─
六
条
）、
発
効
す
れ
ば
、
日
の
目
を
み

る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
同
条
約
草
案
は
上
述
し
た
よ
う
に
挫
折
し
、
二
〇
〇
七
年
三
月
二
五
日
、
ロ
ー
マ
条
約
五
〇
周
年
を
記
念
す

る
ベ
ル
リ
ン
宣
言
で
新
た
に
欧
州
憲
法
条
約
に
代
わ
る
条
約
改
正
を
目
指
す
こ
と
と
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
が
発
効
さ
れ
た

が
、
そ
の
中
で
、
Ｅ
Ｕ
法
の
優
位
性
に
関
す
る
明
文
規
定
は
削
除
さ
れ
た
。
削
除
さ
れ
て
、
こ
の
た
び
の
リ
ス
ボ
ン
条
約
体
制
下
で
、
優

位
性
の
原
理
は
、
条
約
で
な
く
、
付
属
宣
言
書
一
七
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
そ
の
宣
言
書
で
、
Ｅ
Ｕ
法
は
「（
Ｅ
Ｕ
）
判
例
法
に
定
め
ら

れ
た
条
件
で
加
盟
国
法
に
優
位
す
る
」
と
の
言
い
回
し
で
記
述
さ
れ
た
。
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誠
に
さ
ら
り
と
し
た
後
始
末
に
見
え
る
が
、
優
位
性
の
原
理
が
確
立
さ
れ
た
の
は
、
上
述
の
コ
ス
タ
対
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｌ
事
件
に
お
け
る
欧
州

司
法
裁
判
所
の
先
行
判
決
の
な
か
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
優
位
性
の
原
理
の
根
拠
を
同
欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
別
の
先
行
判
決
（
34
）

に
お
い

て
、
各
加
盟
国
が
一
定
の
分
野
で
は
あ
る
が
、
そ
の
主
権
的
権
利
の
制
約
を
認
め
た
こ
と
に
お
い
た
（
35
）

。
こ
の
判
決
は
条
約
を
目
的
論
的
に

解
釈
し
て
大
胆
に
導
き
出
し
た
点
で
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
連
邦
最
高
裁
長
官
マ
ー
シ
ャ
ル
（
36
）

が
一
八
〇
〇
年
代
に
下
し
た
諸
判
例
に
匹
敵

す
る
画
期
的
な
判
決
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
法
の
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の
国
内
法
、
あ
る
い
は
各
国
の
憲
法
に
さ
え
も
優
位
す
る
と
の

原
理
を
導
い
た
根
拠
を
、
各
加
盟
国
の
一
部
の
主
権
的
権
利
の
制
約
論
に
依
拠
す
る
だ
け
で
果
た
し
て
各
国
は
納
得
す
る
だ
ろ
う
か
（
37
）

、
と

い
さ
さ
か
疑
問
も
残
る
判
決
だ
っ
た
。

Ｅ
Ｕ
法
の
国
内
法
に
対
す
る
絶
対
的
な
優
位
性
を
主
張
す
る
に
は
（
38
）

、
Ｅ
Ｕ
法
が
あ
ら
ゆ
る
条
件
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｅ
Ｕ
法
が
憲
法
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
国
内
法
に
優
位
す
る
た
め
に
、
Ｅ
Ｕ
法
は
二
つ
の
点
で
今
後
の
課
題
と
し
て
さ
ら
な
る
発
展
を

望
ま
れ
る
。
一
つ
は
Ｅ
Ｕ
法
、
と
く
に
Ｅ
Ｕ
立
法
が
従
来
各
国
の
行
政
部
の
代
表
か
ら
な
る
（
閣
僚
）
理
事
会
に
強
い
決
定
権
が
置
か
れ

て
い
た
こ
と
、
そ
の
こ
と
で
長
く
Ｅ
Ｕ
法
の
民
主
主
義
の
赤
字
と
批
判
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
さ
ら
に
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
39
）

。
し
か

し
、
こ
の
た
び
の
リ
ス
ボ
ン
条
約
で
は
立
法
手
続
き
に
大
き
な
改
革
が
み
ら
れ
た
。
今
後
、
Ｅ
Ｕ
立
法
は
、
各
国
の
行
政
部
の
代
表
か
ら

な
る
理
事
会
と
、
Ｅ
Ｕ
市
民
の
代
表
か
ら
な
る
欧
州
議
会
と
で
よ
り
対
等
な
立
場
で
立
法
可
能
な
「
通
常
立
法
手
続
」（ordinary 

legislative procedure

）
が
導
入
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
（
40
）

。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
Ｅ
Ｕ
法
の
民
主
主
義
の
赤
字
は
相
当
程
度
解
消
さ

れ
た
と
評
価
さ
れ
よ
う
。

も
う
一
点
は
、
こ
れ
ま
で
政
治
的
宣
言
に
留
ま
っ
て
い
た
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
に
速
や
か
に
法
的
拘
束
力
を
付
与
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
た
び
の
リ
ス
ボ
ン
条
約
体
制
で
、
こ
の
要
件
も
よ
う
や
く
満
た
さ
れ
、
所
与
の
目
的
を
達
成
し
た
。
そ
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の
う
え
で
、
Ｅ
Ｕ
法
の
国
内
法
に
対
す
る
優
位
性
の
原
理
を
条
約
の
中
に
明
文
の
規
定
で
盛
り
込
む
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ

の
前
に
、
Ｅ
Ｕ
法
の
優
位
性
の
原
理
を
欧
州
憲
法
条
約
に
盛
り
込
も
う
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
の
批
准
手
続
き
で
発
効
が
躓
い

た
。
優
位
性
の
原
理
が
明
文
化
さ
れ
た
こ
と
も
憲
法
条
約
の
批
准
が
拒
否
さ
れ
た
大
き
な
一
因
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な

い
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
た
び
優
位
性
の
原
理
が
リ
ス
ボ
ン
条
約
か
ら
削
除
さ
れ
、
付
属
文
書
に
格
下
げ
ら
れ
た
の
は
一
応
理
解
で
き
る
。

し
か
し
、
そ
の
前
提
に
な
る
の
が
こ
の
た
び
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
に
法
的
拘
束
力
を
付
与
さ
れ
た
こ
と
に
直
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
に
違
い

な
い
と
考
え
る
。
Ｅ
Ｕ
が
今
日
、
公
権
力
行
使
を
す
る
場
面
が
増
大
し
て
、
い
ま
だ
Ｅ
Ｕ
市
民
に
目
に
見
え
る
形
で
基
本
権
憲
章
が
な
い

と
い
う
の
で
は
、
各
加
盟
国
か
ら
も
あ
る
い
は
Ｅ
Ｕ
市
民
か
ら
も
信
頼
さ
れ
な
い
。

と
い
う
の
は
、
Ｅ
Ｕ
法
の
優
位
性
と
い
う
の
は
、〝
直
接
的
適
用
性
を
も
つ
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
の
Ｅ
Ｕ
法
が
、
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
レ
ベ
ル
の
国
内
法
に
絶
対
的
に
優
位
す
る
〟
か
ら
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
Ｅ
Ｕ
法
が
憲
法
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
国
内
法
に
優
位
す
る
と
各

国
に
認
識
さ
れ
る
に
は
、
Ｅ
Ｕ
法
の
民
主
主
義
の
赤
字
を
解
消
し
、
さ
ら
に
基
本
権
憲
章
を
宣
言
し
、
早
く
そ
れ
に
法
的
拘
束
力
を
付
与

す
る
こ
と
が
先
決
だ
か
ら
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
法
が
そ
う
な
っ
て
こ
そ
、
真
に
「
国
内
法
に
対
す
る
Ｅ
Ｕ
法
の
優
位
性
」
を
条
約
の
明
文
の
規

定
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
今
後
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
た
め
、
こ
の
た
び
の
リ
ス
ボ
ン
条
約
体
制
で
、
政
治

的
宣
言
か
ら
脱
し
て
基
本
権
憲
章
に
法
的
拘
束
力
が
付
与
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
と
。

し
か
し
な
が
ら
、
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
が
Ｅ
Ｕ
に
採
択
さ
れ
る
ま
で
の
道
の
り
は
長
く
、
決
し
て
平
坦
で
は
な
か
っ
た
。
次
に
Ｅ
Ｕ
基
本

権
憲
章
が
採
択
さ
れ
る
ま
で
の
道
の
り
を
辿
っ
て
み
た
い
。
経
済
的
統
合
を
め
ざ
す
Ｅ
Ｕ
が
何
を
根
拠
に
こ
れ
ま
で
基
本
権
保
護
に
力
を

注
い
で
き
た
か
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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人
の
自
由
移
動
と
基
本
権
保
護

Ｅ
Ｕ
は
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
設
立
の
当
初
、
人
権
に
は
消
極
的
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
確
か
に
Ｅ
Ｅ
Ｃ
条
約
に
は
共
同
市
場
に
お
け
る
人
の

自
由
移
動
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
な
ど
男
女
の
差
別
を
禁
止
す
る
規
定
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
が
目
指
し
た
共
同
市
場
の

完
成
と
い
う
目
標
の
な
か
で
、
自
由
に
行
き
か
う
人
と
は
実
際
に
は
、
雇
用
を
求
め
て
行
き
か
う
労
働
者
（
41
）

で
あ
り
、
自
営
業
者
ま
た
は
法

人
が
開
業
の
自
由
（
42
）

（right of establishm
ent

）
を
求
め
て
経
済
活
動
を
行
う
者
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
市
場
は
ま
さ
に
経
済
的
側
面
に
限
定

さ
れ
た
経
済
的
空
間
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
人
権
侵
害
の
問
題
が
起
き
た
場
合
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
加
盟
国
内
の
人

権
保
障
や
各
国
が
加
盟
し
て
い
る
欧
州
人
権
条
約
の
遵
守
に
任
せ
て
き
た
と
こ
ろ
が
あ
る
（
43
）

。

し
か
し
そ
の
後
、
一
九
九
三
年
一
一
月
に
発
効
し
た
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
で
、
大
き
な
前
進
が
あ
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
市
民
権
が
創
設
さ
れ

た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
条
約
に
よ
り
登
場
し
た
の
は
、
経
済
的
側
面
の
労
働
者
で
は
な
く
、
政
治
的
な
意
味
の
Ｅ
Ｕ
市
民
権
だ
っ
た
（
44
）

。

Ｅ
Ｕ
市
民
は
も
は
や
雇
用
あ
る
い
は
経
済
活
動
を
求
め
て
自
由
に
移
動
す
る
フ
ァ
ク
タ
ー
で
な
く
、
Ｅ
Ｕ
市
民
と
し
て
Ｅ
Ｕ
域
内
を
自
由

に
移
動
し
、
他
の
加
盟
国
に
居
住
し
て
い
れ
ば
、
た
と
え
国
籍
が
違
っ
て
も
、
居
住
国
の
地
方
選
挙
に
投
票
も
で
き
る
し
、
居
住
国
の
欧

州
議
会
選
挙
に
お
け
る
選
挙
権
も
付
与
さ
れ
る
。
そ
う
い
う
Ｅ
Ｕ
市
民
権
に
基
づ
く
Ｅ
Ｕ
市
民
が
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

ま
さ
に
「
Ｅ
Ｃ
に
よ
る
保
護
の
対
象
は
…
市
場
の
要
素
で
あ
る
労
働
者
と
し
て
の
『
ヒ
ト
』
か
ら
、
次
第
に
全
人
格
的
な
『
人
』
へ
と
広

げ
ら
れ
て
い
っ
た
（
45
）

」
の
で
あ
る
。

三
．四　

法
の
一
般
原
則
に
よ
る
基
本
権
の
保
護
へ
の
契
機

全
人
格
的
な
人
の
自
由
移
動
が
可
能
に
な
る
「
自
由
、
安
全
お
よ
び
司
法
の
領
域
」
に
は
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
高
い
人
権
の
保
障
が



一
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六

求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
Ｅ
Ｕ
が
真
に
基
本
権
保
護
に
本
腰
を
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
き
っ
か
け
が
訪
れ
た
。
そ
の
契
機
は
、
Ｅ
Ｕ
統
合
の
歴

史
の
中
で
、
二
度
あ
っ
た
と
考
え
る
。
一
度
目
は
、
前
述
し
た
一
九
七
四
年
の
ド
イ
ツ
憲
法
裁
判
所S

olan
ge I

事
件
判
決
が
下
さ
れ
た

と
き
で
あ
り
、
二
度
目
は
ず
っ
と
そ
の
後
、
二
〇
〇
四
年
に
東
中
欧
諸
国
が
第
五
次
拡
大
と
し
て
Ｅ
Ｕ
加
盟
が
見
込
ま
れ
た
と
き
で
あ
る
。

前
者
に
お
け
る
事
件
は
、
一
九
七
〇
年
、
ド
イ
ツ
の
行
政
裁
判
所
か
ら
付
託
さ
れ
て
先
行
判
決
を
下
し
た
欧
州
司
法
裁
判
所
の
国
際
商

事
会
社
事
件
（
46
）

判
決
で
あ
る
。
こ
の
事
件
で
、
原
告
は
、
輸
出
入
許
可
に
か
か
る
預
託
金
制
度
を
規
定
す
る
二
つ
の
共
同
体
規
則
（
47
）

が
ド
イ
ツ

の
基
本
法
に
定
め
る
基
本
的
人
権
（
経
済
的
自
由
、
処
分
の
自
由
な
ど
）
に
反
す
る
の
で
ド
イ
ツ
に
お
い
て
適
法
と
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い

と
主
張
し
た
が
、
同
行
政
裁
判
所
は
こ
れ
を
共
同
体
裁
判
所
に
付
託
し
た
。
す
る
と
、
同
共
同
体
裁
判
所
は
、
こ
れ
ら
共
同
体
規
則
の
有

効
性
は
共
同
体
法
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
国
内
法
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
問
題
の
諸
規
定
は

人
権
に
つ
い
て
の
共
同
体
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
。
も
し
共
同
体
法
の
意
味
を
ド
イ
ツ
の
国
内
法
に

よ
っ
て
解
釈
す
る
こ
と
を
許
せ
ば
、
国
ご
と
に
共
同
体
法
の
解
釈
は
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
判
断
さ
れ
た
。

し
か
し
事
件
は
こ
れ
で
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
同
行
政
裁
判
所
は
こ
れ
ら
の
諸
規
則
が
ド
イ
ツ
の
基
本
法
に
定
め
る
基
本

的
人
権
に
反
す
る
か
ど
う
か
、
別
途
ド
イ
ツ
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
事
件
を
付
託
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
がS

olan
ge I

事
件
で
あ
り
、

か
く
し
て
ド
イ
ツ
憲
法
裁
判
所
は
ド
イ
ツ
憲
法
と
二
つ
の
共
同
体
規
則
の
関
係
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
一
九
七
四
年
、

同
憲
法
裁
判
所
は
、
共
同
体
法
は
ド
イ
ツ
の
国
内
法
の
不
可
欠
の
一
部
で
も
な
く
、
ま
た
国
際
法
で
も
な
い
、
そ
れ
は
自
律
的
な
法
秩
序

で
あ
る
別
個
の
法
秩
序
で
あ
る
と
述
べ
た
う
え
で
、
し
か
し
同
時
に
、
同
憲
法
裁
判
所
は
、
共
同
体
が
直
接
選
出
さ
れ
る
議
会
を
持
た
ず

（
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
直
接
選
挙
が
実
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
）、
ま
た
ド
イ
ツ
憲
法
に
匹
敵
す
る
基
本
的
人
権
の
成
文
カ
タ
ロ
グ
（codified 

catalogue of fundam
ental rights

）
を
欠
い
て
い
る
、
し
た
が
っ
て
、
基
本
的
人
権
に
対
す
る
共
同
体
の
保
護
が
ド
イ
ツ
憲
法
の
そ
れ
に
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準
じ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
共
同
体
規
則
は
ド
イ
ツ
基
本
法
の
人
権
規
定
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
判
示
し
た
（
48
）

。
こ
の
判
決
は
、
共

同
体
法
の
弱
点
に
潜
在
的
な
異
論
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。

三
．五　

加
盟
各
国
の
共
通
の
憲
法
の
伝
統
と
欧
州
人
権
条
約

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
欧
州
司
法
裁
判
所
も
加
盟
各
国
の
憲
法
に
共
通
の
一
般
原
則
と
い
う
形
で
Ｅ
Ｕ
が
基
本
権
保
護
を
重
視
し
始
め
、

判
例
も
蓄
積
し
て
い
く
。S

olan
ge I

事
件
判
決
直
後
のN

olt

事
件
判
決
で
、
基
本
権
保
護
を
確
保
す
る
に
あ
た
っ
て
、
欧
州
司
法
裁

判
所
は
「
加
盟
国
に
共
通
の
憲
法
的
伝
統
か
ら
示
唆
を
受
け
ね
ば
な
ら
ず
、
当
該
加
盟
国
の
憲
法
に
よ
り
承
認
さ
れ
、
か
つ
保
障
さ
れ
た

基
本
権
に
違
反
す
る
共
同
体
の
措
置
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
判
示
。
こ
の
よ
う
に
し
て
「
法
の
一
般
原
則
と
し
て
の
基
本
権
の
保
護
の
内

容
が
『
加
盟
国
に
共
通
の
憲
法
的
伝
統
』
に
依
拠
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
さ
れ
た
（
49
）

が
、
成
文
の
基
本
権
目
録
と
比
較
し
た
場
合
に
法
的
安

定
性
の
点
で
ま
だ
不
十
分
で
あ
っ
た
（
50
）

。」

か
く
し
て
、
欧
州
司
法
裁
判
所
は
「
加
盟
国
が
協
力
し
て
作
成
し
又
は
署
名
国
に
な
っ
て
い
る
人
権
保
護
の
た
め
の
国
際
条
約
は
、
共

同
体
の
枠
内
で
従
わ
れ
る
べ
き
指
針
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
（
51
）

」
と
判
示
し
て
、
加
盟
各
国
が
批
准
し
て
い
る
欧
州
人
権
条
約
（
52
）

（
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
）

な
ど
を
Ｅ
Ｕ
司
法
裁
判
所
の
依
拠
す
べ
き
指
針
と
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

Ｅ
Ｕ
（
共
同
体
側
）
の
基
本
的
人
権
に
対
す
る
積
極
的
な
姿
勢
は
、
一
九
七
七
年
四
月
五
日
に
な
さ
れ
た
欧
州
議
会
、
閣
僚
理
事
会
お

よ
び
委
員
会
の
「
基
本
権
共
同
宣
言
（
53
）

」（Joint D
eclaration

）
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
た
。
こ
れ
は
欧
州
司
法
裁
判
所
が
判
例
で
示
し
て
き

た
こ
れ
ま
で
の
権
利
保
護
に
従
い
、
遵
守
を
宣
言
し
た
も
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
一
九
八
六
年
に
、S

olan
ge II

事
件
で
、
ド
イ
ツ
憲
法
裁
判
所
は
、
つ
い
に
共
同
体
の
基
本
的
人
権
に
対
す
る
保
護
は
ド



一
六
八

イ
ツ
憲
法
の
示
す
レ
ベ
ル
に
十
分
適
合
す
る
よ
う
に
発
展
し
た
と
述
べ
、
以
前
のS

olan
ge I

判
決
を
変
更
し
た
（
54
）

。
ま
た
、W

u
n

sch
e 

H
an

d
elsgesellsch

aft

事
件
判
決
（
55
）

で
は
、
ド
イ
ツ
憲
法
の
人
権
規
定
に
照
ら
し
て
共
同
体
規
則
を
審
査
す
る
必
要
は
も
は
や
な
く
な
っ

た
と
判
示
さ
れ
た
（
56
）

。

三
．六　

第
五
次
拡
大
と
さ
ら
な
る
基
本
権
保
護
の
取
り
組
み

し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
の
基
本
権
保
護
に
対
す
る
よ
り
積
極
的
な
取
り
組
み
を
迫
ら
れ
、
何
よ
り
衆
目
を
集
め
た
の
は
二
〇
〇
四
年
に
お
け
る

Ｅ
Ｕ
の
第
五
次
拡
大
の
と
き
で
あ
ろ
う
。
当
時
は
ま
だ
人
権
の
保
障
に
不
安
が
残
り
、
ま
た
「
政
治
的
に
不
安
定
で
あ
っ
た
東
中
欧
諸
国

が
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
（
57
）

」。
Ｅ
Ｕ
は
こ
れ
ら
東
中
欧
諸
国
と
の
加
盟
交
渉
に
際
し
て
、
新
規
加
盟
す
る
た
め
の
基

準
を
決
定
し
た
。
そ
れ
は
一
九
九
三
年
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
欧
州
理
事
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
た
の
で
、
一
般
に
こ
れ
は
「
コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
基
準
（
58
）

」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
新
し
い
国
、
と
く
に
東
欧
諸
国
の
加
盟
を
意
識
し
た
要
件
と
し
て
⑴
民
主
主
義
、
法

の
支
配
、
人
権
お
よ
び
少
数
民
族
の
尊
重
と
保
護
を
保
障
す
る
安
定
し
た
諸
制
度
を
有
す
る
こ
と
と
い
う
政
治
的
基
準
が
掲
げ
ら
れ
た
。

「
こ
う
し
て
民
主
主
義
や
人
権
、
少
数
民
族
保
護
を
加
盟
の
要
件
と
す
る
方
針
が
貫
か
れ
」、「
こ
れ
ら
の
国
々
に
基
本
権
の
保
護
を
求
め

る
た
め
に
は
、
基
本
権
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
と
し
て
の
基
準
を
明
瞭
に
示
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
」
わ
け
で
あ
る
。

一
九
八
六
年
の
単
一
欧
州
議
定
書
で
は
そ
れ
が
明
確
に
反
映
さ
れ
て
い
く
。
と
い
う
の
も
同
欧
州
議
定
書
の
前
文
で
、
基
本
権
の
尊
重

に
言
及
し
、
加
盟
国
憲
法
に
共
通
の
伝
統
お
よ
び
法
の
一
般
原
則
を
基
礎
と
し
て
、
欧
州
人
権
条
約
及
び
社
会
憲
章
に
従
っ
て
民
主
主
義

を
促
進
す
る
旨
が
規
定
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
（
59
）

。

さ
ら
に
一
九
八
九
年
一
二
月
、
基
本
条
約
と
は
別
に
Ｅ
Ｃ
社
会
憲
章
な
る
も
の
が
採
択
さ
れ
た
。



Ｅ
Ｕ
法
の
現
在
（
加
藤
）

一
六
九

三
．七　

一
九
八
九
年
労
働
者
の
た
め
の
社
会
憲
章
の
採
択

濱
口
桂
一
郎
に
よ
れ
ば
（
60
）

、
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
経
営
者
を
支
持
基
盤
と
す
る
市
場
志
向
を
と
る
自
由
主

義
的
な
勢
力
と
、
他
方
に
は
、
組
織
労
働
者
を
基
盤
と
す
る
社
会
主
義
的
勢
力
と
の
あ
る
意
味
で
の
社
会
的
妥
協
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は

市
場
経
済
の
枠
組
み
は
維
持
し
な
が
ら
も
、
様
々
な
社
会
的
規
制
や
福
祉
の
仕
組
み
を
加
味
す
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
、
労
働
者
の
保
護

を
も
図
る
仕
組
み
を
模
索
す
る
、
と
い
う
戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
共
通
の
社
会
的
妥
協
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
七
〇
年
代
後
半
に
登
場
す
る

イ
ギ
リ
ス
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
高
失
業
を
ど
う
に
も
解
決
し
え
な
い
社
会
シ
ス
テ
ム
の
機
能
不
全
を
回
復
さ
せ

る
た
め
に
、
戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
的
妥
協
に
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
を
表
明
し
、
徹
底
し
た
規
制
緩
和
に
よ
り
、
何
と
か
市
場
に
ダ
イ
ナ
ミ

ズ
ム
を
取
り
戻
し
、
経
済
を
再
活
性
化
し
よ
う
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
で
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
率
い
る
イ
ギ
リ
ス
の
拒
否
権
で

労
働
社
会
政
策
分
野
の
立
法
活
動
が
長
い
こ
と
停
滞
し
て
い
た
（
61
）

。

こ
の
状
況
を
打
開
す
る
た
め
に
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
モ
デ
ル
（E

uropean S
ocial m

odel

）
を
追
求

し
よ
う
と
ド
ロ
ー
ル
欧
州
委
員
長
の
も
と
に
労
働
社
会
政
策
が
進
展
し
て
い
き
（
62
）

、
単
一
欧
州
議
定
書
、
そ
し
て
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
に

付
属
す
る
社
会
政
策
協
定
が
実
現
す
る
（
63
）

。

こ
の
延
長
上
に
、
一
九
八
九
年
三
月
に
お
け
る
欧
州
議
会
の
決
議
に
沿
う
形
で
、
同
年
五
月
、
欧
州
委
員
会
は
最
初
の
社
会
憲
章
の
第

一
草
案
を
発
表
す
る
。
そ
の
後
、
同
年
一
〇
月
、
第
二
草
案
が
提
案
さ
れ
、
最
終
的
に
イ
ギ
リ
ス
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
八
九

年
一
二
月
九
日
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
欧
州
理
事
会
で
一
一
か
国
の
政
治
宣
言
（
法
的
拘
束
力
の
な
い
）
と
し
て
、
労
働
者
の
た
め
の
社
会
憲

章
、
す
な
わ
ち
「
労
働
者
の
基
本
的
社
会
権
に
関
す
る
Ｅ
Ｃ
憲
章
」（T

he C
om

m
unity C

harter of F
undam

ental S
ocial R

ights of 

W
orkers, D

ecem
ber 9, 1989

）
が
採
択
さ
れ
た
（
64
）

。



一
七
〇

そ
こ
で
は
、
ド
ロ
ー
ル
委
員
長
ら
が
追
い
求
め
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
モ
デ
ル
に
沿
う
べ
く
、
域
内
市
場
の
統
合
が
経
済
問
題
や
企
業
競

争
力
の
強
化
の
み
に
重
点
を
置
く
の
で
は
な
く
、
労
働
者
の
権
利
が
軽
視
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
一
九
八
九
年
、
イ
ギ
リ
ス
を
除
く
、

一
一
か
国
の
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
（
65
）

。

同
社
会
憲
章
の
前
文
に
よ
れ
ば
、
設
立
当
初
の
Ｅ
Ｅ
Ｃ
条
約
第
一
一
七
条
で
、「
加
盟
国
は
労
働
者
の
生
活
の
改
善
お
よ
び
労
働
条
件

の
改
善
を
促
進
す
る
必
要
性
に
合
意
し
た
」
と
規
定
さ
れ
、
設
立
当
初
か
ら
、
す
で
に
労
働
者
の
権
利
保
護
は
共
同
体
の
重
要
な
目
標
の

一
つ
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
憲
章
前
文
に
よ
れ
ば
、
そ
の
た
め
、
共
同
体
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
（
66
）

お
よ
び
欧
州
評
議
会

（C
ouncil of E

urope

）
の
欧
州
社
会
憲
章
（
67
）（E

uropean S
ocial C

harter

）
に
示
唆
を
受
け
る
と
し
て
い
た
（
68
）

。

か
く
し
て
採
択
さ
れ
た
同
社
会
憲
章
は
、
前
文
の
ほ
か
、
二
つ
の
部
（tw

o titles

）
計
三
〇
条
か
ら
な
っ
て
お
り
、
第
一
部
は
、「
労
働

者
の
基
本
的
社
会
権
」（“F

undam
ental S

ocial R
ights of W

orkers ”

）
と
題
さ
れ
、
⑴
移
動
の
自
由
（F

reedom
 of m

ovem
ent

）、
⑵
雇
用

と
報
酬
（E

m
ploym

ent and rem
uneration

）、
⑶
生
活
お
よ
び
労
働
条
件
（Im

provem
ent of living and w

orking conditions

）、
⑷
社
会
的

保
護
（S

ocial protection

）、
⑸
結
社
の
自
由
と
団
体
交
渉
権
（F

reedom
 of association and collective bargaining

）、
⑹
職
業
訓
練

（V
ocational training

）、
⑺
男
女
の
機
会
均
等
（E

qual treatm
ent for m

en and w
om

en

）、
⑻
労
働
者
の
情
報
・
協
議
・
参
加
（Inform

ation, 

consultation and participation for w
orkers

）、
⑼
職
場
に
お
け
る
健
康
と
安
全
（H

ealth protection and safety at the w
orkplace

）、
⑽

子
ど
も
と
青
年
の
保
護
（P

rotection of children and adolescents
）、
⑾
高
齢
者
（E

lderly persons

）、
お
よ
び
⑿
身
体
障
害
者
（D

isabled 

persons

）
と
の
一
二
項
目
に
わ
た
る
個
別
の
分
野
に
お
け
る
目
標
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
部
で
は
、「
社
会
憲
章
の
実
施
」

（“Im
plem

entation of the C
harter ”

）
と
題
し
、
憲
章
実
施
に
関
す
る
加
盟
国
、
欧
州
委
員
会
の
責
任
、
手
続
き
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
。
ま

た
、
欧
州
委
員
会
は
、
同
憲
章
の
目
標
を
具
体
化
す
る
た
め
に
、
四
七
の
措
置
を
提
示
し
た
行
動
計
画
を
策
定
し
た
。
委
員
会
は
こ
れ
に



Ｅ
Ｕ
法
の
現
在
（
加
藤
）

一
七
一

基
づ
き
、
多
く
の
立
法
提
案
を
し
よ
う
と
し
た
が
、
全
会
一
致
の
ル
ー
ル
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
イ
ギ
リ
ス
の
拒
否
に
会
い
、
実
現
で
き
な

か
っ
た
。

だ
が
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
の
付
属
の
議
定
書
で
、
労
働
条
件
、
労
使
関
係
、
男
女
均
等
に
つ
い
て
イ
ギ
リ
ス
を
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト

し
た
形
で
、
一
一
か
国
で
合
意
に
達
し
た
意
義
は
大
き
い
。
も
っ
と
も
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
九
九
七
年
に
労
働
党
が
政
権
に
復
帰
し
た
こ
と

も
あ
り
、
同
年
六
月
に
成
立
し
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
で
は
、
基
本
的
に
労
働
分
野
に
関
す
る
か
な
り
の
部
分
に
進
展
が
あ
り
、
イ
ギ

リ
ス
の
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
も
事
実
上
幕
を
閉
じ
た
と
い
わ
れ
る
。

「
労
働
者
の
基
本
的
社
会
権
に
関
す
る
Ｅ
Ｃ
憲
章
」
に
規
定
さ
れ
た
諸
権
利
は
、
こ
の
た
び
法
的
拘
束
力
を
与
え
ら
れ
た
Ｅ
Ｕ
基
本
権

憲
章
の
第
四
編
第
二
七
条
以
下
に
盛
り
込
ま
れ
た
。

さ
ら
に
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
に
お
い
て
は
、
八
条
に
お
い
て
「
連
合
は
、
そ
の
す
べ
て
の
活
動
に
お

い
て
、
男
女
間
の
不
平
等
を
除
去
し
、
平
等
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
標
」
と
し
、
そ
の
た
め
に
九
条
で
「
同
盟
は
、
高
水
準
の
雇
用
の
促

進
、
適
切
な
社
会
的
保
護
の
保
障
は
、
社
会
的
排
除
に
対
す
る
戦
い
、
お
よ
び
高
水
準
の
教
育
、
訓
練
並
び
に
人
間
の
健
康
の
保
護
に
関

連
す
る
必
要
条
件
を
考
慮
す
る
」
と
規
定
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
同
機
能
条
約
は
一
五
二
条
で
、
互
い
の
自
律
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
社
会

的
パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
対
話
の
促
進
を
図
る
べ
く
規
定
す
る
。
ま
た
、
同
機
能
条
約
は
一
五
四
─
一
五
五
条
に
お
い
て
、
そ
の
社
会
的
対
話

の
た
め
の
法
的
枠
組
み
が
提
供
さ
れ
た
。

三
．八　

Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
を
政
治
的
宣
言
と
し
て
採
択

一
九
九
九
年
六
月
三
─
四
日
、
ケ
ル
ン
（C

ologne

）
で
開
催
さ
れ
た
欧
州
理
事
会
に
お
い
て
ド
イ
ツ
主
導
に
よ
る
決
定
が
下
さ
れ
、



一
七
二

Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
を
策
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
が
開
始
さ
れ
た
。
同
理
事
会
は
基
本
権
憲
章
の
起
草
の
た
め
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に
こ
れ
を
委

ね
た
の
で
あ
る
。
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
は
一
九
九
九
年
一
二
月
一
日
に
総
会
を
開
き
、
そ
の
後
起
草
作
業
を
続
け
、
翌
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月

二
日
に
憲
章
草
案
を
採
択
し
た
。
そ
れ
は
歴
史
的
意
義
を
持
つ
瞬
間
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
ビ
ア
リ
ッ
ツ
欧
州
理
事
会
（the B

iarritz E
uropean C

ouncil

）
は
全
会
一
致
で
こ
れ
を
承
認
し
た
の
で
あ
る
。
草
案

は
直
ち
に
欧
州
議
会
そ
し
て
欧
州
委
員
会
に
送
付
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
七
日
、
理
事
会
、
欧
州
議
会
、
欧
州
委
員
会
は
共
同
で
こ

れ
を
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
と
し
て
「
厳
粛
に
宣
言
し
た
」（solem

n proclam
ation

）
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
Ｅ
Ｕ
史
上
は
じ
め
て
、
単
一

の
形
で
、
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
が
採
択
さ
れ
た
。
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
七
日
の
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
（T

he E
uropean U

nion C
harter of 

F
undam

ental R
ights of the E

uropean U
nion

）
の
成
立
で
あ
る
（
69
）

。

三
．九　

基
本
権
の
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
と
し
て
の
特
徴
と
意
義

三
．九
．一　

憲
章
が
掲
げ
る
諸
権
利

二
〇
〇
一
年
六
月
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
実
施
さ
れ
た
国
民
投
票
で
、
条
約
を
批
准
し
な
い
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
た
め
、
同
条
約
の
発
効

が
滞
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
の
国
民
投
票
で
は
賛
成
票
が
多
数
を
占
め
た
。
そ
の
後
、
同
国
は
ニ
ー
ス
条
約
を
批
准

し
、
全
加
盟
国
の
批
准
が
完
了
し
た
こ
と
を
受
け
、
同
条
約
は
二
〇
〇
三
年
二
月
一
日
に
発
効
し
た
。
ま
た
、
ニ
ー
ス
で
は
、
Ｅ
Ｕ
基
本

権
憲
章
も
同
時
に
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
憲
章
は
欧
州
憲
法
条
約
が
起
草
さ
れ
た
際
、
そ
の
第
二
部
で
盛
り
込
ま
れ
る
は
ず
だ
っ
た
。
し
か

し
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
の
国
民
投
票
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
、
挫
折
し
た
。
し
か
し
こ
の
た
び
の
リ
ス
ボ
ン
条
約
で
は
欧
州
憲
法
条
約
草

案
の
二
部
か
ら
削
除
さ
れ
、
独
立
し
て
法
的
拘
束
力
が
与
え
ら
れ
た
。



Ｅ
Ｕ
法
の
現
在
（
加
藤
）

一
七
三

憲
章
が
掲
げ
る
権
利
の
リ
ス
ト
は
「
第
一
編
：
尊
厳
（hum

an dignity

）」、「
第
二
編
：
自
由
（freedom

s

）」、「
第
三
篇
：
平
等
（equality

）」、

「
第
四
編
：
連
帯
（solidarity

）」、「
第
五
編
：
市
民
の
権
利
（citizens ’ rights

）」
お
よ
び
「
第
六
編
：
司
法
（justice

）」、「
第
七
編
：
一

般
規
定
（general provisions

）」
の
七
つ
の
チ
ャ
プ
タ
ー
の
下
に
、
五
四
か
条
、
五
四
の
権
利
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
特
徴

と
意
義
に
つ
い
て
述
べ
る
。

憲
章
の
な
か
で
規
定
さ
れ
た
こ
れ
ら
諸
権
利
は
、
新
し
い
と
い
う
も
の
で
な
く
、「
既
存
の
権
利
を
ま
と
め
た
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
（
70
）

」

で
あ
る
。
ひ
と
つ
は
各
加
盟
国
の
憲
法
に
共
通
な
基
本
権
で
あ
る
。
次
に
、
加
盟
国
が
す
べ
て
批
准
し
て
い
る
欧
州
人
権
条
約
（
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
）

に
規
定
す
る
諸
権
利
で
あ
る
。
人
権
条
約
は
世
界
人
権
宣
言
の
自
由
権
を
欧
州
で
集
団
的
に
保
障
し
て
行
こ
う
と
し
て
欧
州
評
議
会

（C
ouncil of E

urope

）
が
作
成
し
た
条
約
で
あ
り
、
主
と
し
て
市
民
的
か
つ
政
治
的
権
利
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
は
も
ち

ろ
ん
、
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
し
て
い
る
諸
国
は
す
べ
て
こ
の
条
約
を
批
准
し
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ
司
法
裁
判
所
が
判
例
を
通
じ
て
加
盟
国
に
共
通
の
法

の
一
般
原
則
の
一
つ
と
し
て
導
入
し
た
。
さ
ら
に
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
で
導
入
さ
れ
た
Ｅ
Ｕ
市
民
権
（
第
五
編
）、
さ
ら
に
は
経
済
的

か
つ
社
会
的
権
利
か
ら
な
る
社
会
憲
章
（
第
四
編
）
も
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
い
う
な
ら
ば
、
基
本
権
憲
章
に
掲
げ
る
諸

権
利
は
、
既
存
の
も
の
を
、
重
層
的
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
一
体
化
し
て
規
定
し
た
広
範
な
人
権
か
ら
な
る
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
で
あ

る
。三

．九
．二　

い
く
つ
か
の
新
規
な
諸
権
利

し
か
し
、
同
時
に
、
そ
こ
に
は
、
多
数
の
諸
国
か
ら
な
る
Ｅ
Ｕ
な
ら
で
は
の
「
文
化
、
地
域
お
よ
び
言
語
の
多
様
性
に
関
す
る
規
定
」

（
二
二
条
）
や
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
で
導
入
さ
れ
た
Ｅ
Ｕ
市
民
権
に
付
加
さ
れ
た
「
適
正
な
行
政
を
求
め
る
権
利
（
71
）

」（
四
一
条
）、
さ
ら

に
は
「
個
人
情
報
の
保
護
（
72
）

」（
第
八
条
）、「
子
ど
も
の
権
利
」（
二
三
条
）、
障
害
者
差
別
の
撤
廃
に
通
じ
る
「
障
害
者
の
権
利
」（
二
六
条
）、



一
七
四

「
高
齢
者
の
権
利
」（
二
五
条
）、
も
付
加
さ
れ
、「
良
好
な
環
境
に
対
す
る
権
利
」（
三
七
条
）、「
消
費
者
保
護
」（
三
八
条
）
と
い
っ
た
よ
り

現
代
的
な
需
要
を
十
分
満
た
す
諸
権
利
も
含
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
（
73
）

。
そ
れ
ら
は
各
編
ご
と
に
以
下
に
示
さ
れ
る
：

「
第
一
編
：
尊
厳
（hum

an dignity

）」（
一
─
五
条
）：「
個
人
情
報
の
保
護
」（
第
八
条
）

「
第
二
編
：
自
由
（freedom

s

）」（
六
─
一
九
条
）

「
第
三
篇
：�
平
等
（equality

）」（
二
〇
─
二
六
条
）：「
文
化
、
地
域
お
よ
び
言
語
の
多
様
性
に
関
す
る
規
定
」（
二
二
条
）、「
子
ど

も
の
権
利
」（
二
四
条
）、「
高
齢
者
の
権
利
」（
二
五
条
）、「
障
害
者
の
権
利
」（
二
六
条
）

「
第
四
編
：
連
帯
（solidarity

）」（
二
七
─
三
八
条
）：「
良
好
な
環
境
に
対
す
る
権
利
」（
三
七
条
）
消
費
者
保
護
」（
三
八
条
）

「
第
五
編
：
市
民
の
権
利
（citizens ’ rights

）」（
三
九
─
四
六
条
）：「
適
正
な
行
政
を
求
め
る
権
利
」（
四
一
条
）

「
第
六
編
：
司
法
（justice

）」（
四
七
─
五
〇
条
）

「
第
七
編
：
一
般
規
定
（general provisions

）」（
五
一
─
五
四
条
）

以
上
み
た
よ
う
に
、
様
々
な
基
本
的
権
利
が
憲
章
に
一
体
的
に
規
定
さ
れ
た
が
、
大
事
な
こ
と
は
、
そ
れ
ら
は
こ
れ
ま
で
欧
州
司
法
裁

判
所
が
長
い
時
間
を
か
け
て
、
加
盟
国
に
共
通
の
憲
法
伝
統
あ
る
い
は
一
般
原
則
と
い
う
形
で
判
例
（
74
）

を
築
き
上
げ
、
Ｅ
Ｕ
基
本
権
に
組
み

入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
リ
ス
ボ
ン
条
約
で
改
定
さ
れ
た
Ｅ
Ｕ
条
約
六
条
三
項
の
な
か
で
「
欧
州
人
権
条
約
（
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
）

に
よ
り
保
障
さ
れ
基
本
権
お
よ
び
加
盟
国
に
共
通
の
憲
法
的
伝
統
よ
り
生
じ
る
基
本
権
は
Ｅ
Ｕ
法
の
一
般
原
則
を
構
成
す
る
」
と
規
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
も
理
解
さ
れ
よ
う
。



Ｅ
Ｕ
法
の
現
在
（
加
藤
）

一
七
五

四
．
Ｅ
Ｕ
基
本
権
章
と
Ｔ
Ｅ
Ｕ
ま
た
は
Ｔ
Ｆ
Ｅ
Ｕ
と
の
関
係

四
．一　

し
か
し
な
が
ら
、
も
し
Ｅ
Ｕ
基
本
権
が
既
存
の
基
本
権
を
一
体
化
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

権
利
の
位
置
づ
け
が
異
な
る
の
で
注
意
を
要
す
る
。
ま
ず
Ｅ
Ｕ
法
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
基
本
権
憲
章
の
う
ち
、
Ｅ
Ｕ
条
約
お
よ
び
Ｅ
Ｕ

機
能
条
約
の
条
項
の
対
象
に
な
る
も
の
は
、
こ
れ
ら
の
条
約
が
定
め
る
条
件
に
従
っ
て
行
使
さ
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
（
憲
章
五
二
条
二
項
）。

四
．二　

ま
た
、
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
の
な
か
に
欧
州
人
権
条
約
が
同
時
に
存
在
し
て
い
る
の
で
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
も
明
確
に
し

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
同
基
本
権
憲
章
は
、
そ
の
調
整
の
た
め
、
第
五
二
条
第
三
項
で
、「
両
者
が
互
い
に
相
当
す
る
権
利
に
つ
い
て

定
め
て
い
る
と
き
、
基
本
権
憲
章
上
の
権
利
は
人
権
条
約
上
の
権
利
と
同
じ
よ
う
に
解
釈
・
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し

て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
司
法
裁
判
所
が
こ
れ
ら
の
権
利
を
解
釈
す
る
際
、
こ
れ
ら
を
欧
州
人
権
裁
判
所
（
Ｅ
Ｃ
ｔ
Ｈ
Ｒ
）
の
そ
れ
と
同
等
の
意
味

を
持
つ
も
の
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
条
約
に
お
い
て
規
定
さ
れ
る
権
利
に
相
当
す
る
諸
権
利

を
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
が
含
ん
で
い
る
場
合
、
同
憲
章
が
含
む
権
利
の
意
味
と
範
囲
は
、
欧
州
人
権
条
約
（
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
）
に
定
め
る
も
の
と

同
じ
意
味
と
範
囲
を
持
つ
、
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

四
．三　

Ｅ
Ｕ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
の
範
囲
と
解
釈

ま
た
、
憲
章
五
一
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
の
権
限
を
越
え
て
Ｅ
Ｕ
法
の
適
用
分
野
を
拡
張
し
た
り
、
Ｅ
Ｕ
に
新
た
な
権
限
を
追
加
し



一
七
六

た
り
、
Ｅ
Ｕ
諸
条
約
に
定
義
さ
れ
て
い
る
権
限
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
と
の
前
提
に
立
っ
て
い
る
点
も
留
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

四
．四　

さ
ら
に
、
同
条
約
六
条
二
項
で
は
、
Ｅ
Ｕ
自
身
が
欧
州
人
権
条
約
（
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
）
に
加
盟
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
も

し
Ｅ
Ｕ
自
身
が
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
に
加
盟
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
利
点
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
各
加
盟
国
に
お
い
て
、
そ
こ
で
の
公
権
力
行

使
に
よ
り
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
市
民
は
、
ま
ず
も
っ
て
自
国
の
憲
法
に
基
づ
き
、
自
国
の
裁
判
所
で
救
済
の
道
を
探
る
こ
と
と
な
る
。
そ

こ
で
の
救
済
の
道
が
尽
く
さ
れ
て
な
お
、
人
権
侵
害
が
救
済
さ
れ
な
い
と
き
、
初
め
て
人
権
条
約
に
基
づ
き
、
人
権
裁
判
所
に
お
け
る
救

済
を
仰
ぐ
こ
と
と
な
る
。
他
方
、
同
じ
市
民
が
Ｅ
Ｕ
市
民
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ
の
諸
機
関
の
公
権
力
行
使
に
よ
り
Ｅ
Ｕ
Ｃ
Ｆ
Ｒ
上
の
人
権
を
侵

害
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
救
済
は
法
人
格
を
持
つ
Ｅ
Ｕ
自
身
が
リ
ス
ボ
ン
条
約
の
下
、
そ
れ
自
身
で
人
権
条
約
に
加
盟
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
た
意
義
は
大
き
い
。
加
盟
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
よ
り
以
上
に
、
条
約
上
の
権
利
に
つ
い
て
Ｅ
Ｕ
市
民
は
直
接
的
に
人
権
裁
判
所
に

救
済
を
え
る
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
同
時
に
、
Ｅ
Ｕ
市
民
は
、
す
で
に
自
国
の
人
権
侵
害
に
対
し
て
、
人
権
裁
判
所
で
の
救
済
に
す

で
に
経
験
を
持
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
Ｅ
Ｕ
自
身
が
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
に
入
れ
ば
、
な
お
複
雑
さ
も
免
れ
よ
う
し
、
Ｅ
Ｕ
市
民
の
信
頼
も
高
ま

る
は
ず
で
あ
る
。
さ
ら
に
Ｅ
Ｕ
司
法
裁
判
所
の
判
例
と
欧
州
人
権
裁
判
所
（
Ｅ
Ｃ
ｔ
Ｈ
Ｒ
）
の
判
例
と
が
調
和
的
に
発
展
す
る
で
あ
ろ
う
（
75
）

。

四
．五　

留
意
す
べ
き
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
諸
条
約
の
内
容
に
一
部
解
釈
上
の
留
保
を
求
め
、
そ
れ
は
「
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲

章
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
へ
の
適
用
に
関
す
る
議
定
書
」
で
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
そ
の
第
一
条
に
よ
れ
ば
、
同
憲
章
は
、
Ｅ

Ｕ
裁
判
所
も
欧
州
人
権
裁
判
所
も
、
両
国
の
法
令
に
つ
い
て
同
憲
章
違
反
認
定
す
る
権
限
を
拡
張
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
（
76
）

。



Ｅ
Ｕ
法
の
現
在
（
加
藤
）

一
七
七

五
．
結
び
に
か
え
て

⑴
リ
ス
ボ
ン
条
約
体
制
下
で
、
こ
れ
ま
で
政
治
的
宣
言
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
に
法
的
拘
束
力
を
付
与
し
た
意
義
は
極

め
て
大
き
い
。
こ
れ
は
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
で
設
定
さ
れ
た
三
本
柱
の
列
柱
構
造
が
リ
ス
ボ
ン
条
約
で
解
消
さ
れ
た
こ
と
と
関
連
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
同
時
に
か
つ
て
の
三
本
柱
で
あ
る
「
警
察
・
司
法
協
力
」
が
「
自
由
・
安
全
・
司
法
の
領
域
」
と
改
称
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
政
府
間
交
渉
の
対
象
だ
っ
た
も
の
が
、
超
国
家
的
領
域
に
入
っ
た
。
こ
の
領
域
に
入
る
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と
し
て
Ｅ
Ｕ
基

本
権
憲
章
に
法
的
拘
束
力
が
付
与
さ
れ
た
こ
と
も
理
に
か
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
Ｅ
Ｕ
の
公
権
力
の
行
使
に
対
す
る
正
統
性
が
大

い
に
高
め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
に
法
的
拘
束
力
が
付
与
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
。

⑵
ま
た
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
設
立
当
初
か
ら
、
条
約
は
、
経
済
的
側
面
の
統
合
に
主
眼
を
置
い
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
当
初
か

ら
、
基
本
権
保
護
に
と
く
に
積
極
的
な
規
定
を
設
け
て
お
ら
ず
、
欧
州
司
法
裁
判
所
も
そ
れ
に
消
極
的
だ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
直

接
的
に
は
二
つ
の
動
機
づ
け
に
よ
り
、
欧
州
司
法
裁
判
所
が
次
第
に
基
本
権
保
護
に
積
極
的
に
な
っ
て
い
く
の
を
見
て
き
た
。
そ
れ
ら
二

つ
の
動
機
づ
け
と
は
、
一
つ
は
、
一
九
七
四
年
の
ド
イ
ツ
の
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
判
決
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
契
機
に
、
一
九
九
〇
年
の

ド
イ
ツ
の
東
西
統
一
以
後
、
大
挙
し
て
、
東
欧
諸
国
が
Ｅ
Ｕ
へ
加
盟
申
請
を
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
前
者
の
ド
イ
ツ
憲
法
裁
判

所
が
、
共
同
体
規
則
と
ド
イ
ツ
憲
法
の
規
定
と
が
衝
突
し
た
際
、
当
時
の
Ｅ
Ｃ
が
基
本
権
の
カ
タ
ロ
グ
を
備
え
て
い
な
い
段
階
で
は
、
同

共
同
体
諸
規
則
を
ド
イ
ツ
憲
法
に
優
位
さ
せ
て
適
用
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
と
判
示
し
て
以
後
、
欧
州
司
法
裁
判
所
は
、
各
国
に
共
通
の

法
の
一
般
原
則
と
し
て
、
積
極
的
に
基
本
権
保
護
へ
本
腰
を
入
れ
て
行
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
さ
ら
に
、
そ
の
後
も
、
加
盟
各
国
に
共
通

の
憲
法
的
伝
統
、
ま
た
、
加
盟
各
国
が
批
准
し
て
い
る
欧
州
人
権
条
約
を
引
出
し
て
今
日
の
基
本
権
憲
章
へ
道
を
開
い
た
点
を
明
ら
か
に



一
七
八

し
た
。

ま
た
、
Ｅ
Ｕ
は
、
一
九
八
九
年
、
欧
州
モ
デ
ル
と
し
労
働
者
の
た
め
の
社
会
憲
章
を
採
択
す
る
と
と
も
に
、
Ｅ
Ｕ
が
基
本
権
保
護
に
さ

ら
に
積
極
的
に
な
る
契
機
と
し
て
一
九
九
〇
年
の
ド
イ
ツ
の
東
西
統
一
以
後
、
政
治
的
に
も
、
ま
た
人
権
保
障
に
も
不
安
の
残
る
東
欧
諸

国
が
大
挙
し
て
Ｅ
Ｕ
に
加
盟
申
請
す
る
の
を
見
込
み
、
二
〇
〇
〇
年
、
Ｅ
Ｕ
は
政
治
宣
言
と
し
て
基
本
権
憲
章
を
採
択
し
た
。

⑶
そ
し
て
そ
の
延
長
に
こ
の
た
び
の
リ
ス
ボ
ン
条
約
体
制
下
で
そ
れ
に
法
的
拘
束
力
が
付
与
さ
れ
た
。
筆
者
は
、
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、

欧
州
司
法
裁
判
所
（
以
前
の
Ｅ
Ｃ
Ｊ
）
が
、
一
九
六
〇
年
代
に
、
条
約
を
目
的
論
的
に
解
釈
し
て
、
加
盟
各
国
が
加
盟
に
当
た
っ
て
そ
の

主
権
の
一
部
を
制
約
し
た
こ
と
を
前
提
に
、
判
例
に
よ
り
、
共
同
体
法
の
優
位
性
を
大
胆
に
確
立
し
た
の
は
評
価
す
る
一
方
で
、
そ
の
根

拠
を
た
だ
、
加
盟
国
の
主
権
の
一
部
の
制
約
根
拠
と
す
る
だ
け
で
、
果
た
し
て
加
盟
各
国
は
納
得
す
る
で
あ
ろ
う
か
、
い
さ
さ
か
疑
問
を

持
っ
て
い
た
。

英
米
法
を
さ
さ
や
か
に
研
究
し
て
き
た
筆
者
に
と
り
、
イ
ギ
リ
ス
が
こ
の
Ｅ
Ｕ
法
の
優
位
性
に
議
会
主
権
を
ど
う
整
合
さ
せ
て
い
く
か
、

イ
ギ
リ
ス
司
法
部
の
長
い
デ
ィ
レ
ン
マ
、
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
憲
法
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
、
Ｅ
Ｕ
法
に
と
っ

て
も
、
Ｅ
Ｕ
法
そ
の
も
の
の
民
主
性
、
Ｅ
Ｕ
法
の
正
統
性
に
関
わ
る
問
題
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
点
で
、
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
が
二
〇
〇
〇
年

に
政
治
宣
言
と
し
て
Ｅ
Ｕ
内
で
採
択
さ
れ
、
そ
し
て
こ
の
た
び
、
リ
ス
ボ
ン
体
制
下
で
、
そ
れ
に
法
的
拘
束
力
を
付
与
さ
れ
た
意
義
は
極

め
て
大
き
い
。
イ
ギ
リ
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
遅
れ
て
加
盟
し
た
多
く
の
諸
国
に
と
り
、
Ｅ
Ｕ
法
の
正
統
性
、
そ
し
て
Ｅ
Ｕ
法
の
優
位
性
に
対

峙
す
る
と
き
の
各
国
司
法
部
の
デ
ィ
レ
ン
マ
を
根
本
的
な
と
こ
ろ
で
解
き
ほ
ぐ
す
の
に
大
い
に
貢
献
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑷
さ
ら
に
ま
た
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
に
よ
る
Ｅ
Ｕ
条
約
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
の
改
正
に
よ
り
、
立
法
過
程
に
新
し
く
通
常
立
法
手
続
が
導
入

さ
れ
、
そ
れ
の
適
用
さ
れ
る
範
囲
も
拡
大
し
た
こ
と
も
評
価
さ
れ
る
。
通
常
立
法
手
続
き
は
、
従
来
の
共
同
手
続
を
実
質
的
に
引
き
継
ぎ
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な
が
ら
、
欧
州
議
会
が
理
事
会
と
の
関
係
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
対
等
に
な
っ
た
。
こ
れ
も
欧
州
議
会
の
民
主
的
統
制
の
拡
大
へ
つ
な
が
り
、

意
義
は
高
い
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
市
民
が
一
〇
〇
万
人
以
上
の
署
名
を
集
め
れ
ば
、
欧
州
委
員
会
に
対
し
て
、
Ｅ
Ｕ
法
の
提
案
を

行
う
よ
う
促
す
発
議
権
を
も
つ
こ
と
と
な
っ
た
意
義
も
大
き
い
（
Ｔ
Ｅ
Ｕ
一
一
条
四
項
）。
加
盟
国
か
ら
な
る
Ｅ
Ｕ
か
ら
連
合
市
民
か
ら
な

る
Ｅ
Ｕ
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
い
え
る
。

⑸
最
後
に
な
る
が
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
に
よ
る
基
本
条
約
の
改
正
は
、
発
効
を
断
念
し
た
欧
州
憲
法
条
約
の
よ
う
に
体
系
化
さ
れ
た
単
一

の
文
書
で
は
な
い
。
し
か
し
、
二
つ
の
条
約
、
す
な
わ
ち
Ｅ
Ｕ
条
約
と
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
、
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
と
に
そ
れ
ぞ
れ
分
散

さ
れ
て
い
て
も
、
な
お
そ
れ
ら
は
Ｅ
Ｕ
の
名
称
で
統
一
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
複
雑
さ
は
残
る
が
、
実
質
的
に
発
効
を
断
念
し
た
欧

州
憲
法
条
約
を
引
き
継
い
で
お
り
、
現
時
点
に
お
け
る
統
合
と
し
て
は
適
切
と
評
価
さ
れ
る
。

（
１
）	S

ee e.g., Ingeborg T
öm

m
el, T

he E
uropean U

nion–F
ederation S

u
i G

en
eris?, included in F

inn L
aursen, ed., T

he E
U

 and 

F
ederalism

, 

（A
shgate, 2011

）, at pp.41-56.

（
２
）	

面
積
：
四
二
三
・
四
万
㎢
（
日
本
の
一
一
・
三
倍
、
米
国
の
〇
・
四
五
倍
）
総
人
口
：
五
億
二
五
〇
万
人
（
日
本
の
三
・
九
倍
、
米
国
の
一
・
六
倍
）

Ｇ
Ｄ
Ｐ
：
一
六
兆
二
八
二
億
ド
ル
（
日
本
の
三
・
二
倍
、
米
国
の
一
・
一
倍
）（
外
務
省
デ
ー
タ
）

（
３
）	

Ｅ
Ｕ
条
約
第
三
条
二
項
：「
連
合
は
、
域
内
市
場
を
設
立
す
る
。」
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
二
六
条
以
下
参
照
。

（
４
）	In regard to the E

uro crisis, see e.g., 1 N
ovem

ber 2011, T
h

e G
u

ard
ian.

（
５
）	

ユ
ー
ロ
を
導
入
す
る
に
は
、
イ
ン
フ
レ
率
、
政
府
財
政
赤
字
等
、
定
め
ら
れ
た
一
定
の
参
加
基
準
（
経
済
収
斂
基
準
）
に
達
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
Ｅ
Ｃ
条
約
に
お
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
は
、
基
本
的
に
Ｅ
Ｍ
Ｕ
（
経
済
通
貨
同
盟
）
に
参
加
し
、
単
一
通
貨
ユ
ー
ロ
を
導
入
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
て
い
た
。
但
し
、
Ｔ
Ｆ
Ｅ
Ｕ
第
一
三
九
─
一
四
四
条
に
適
用
除
外
規
定
（
オ
プ
ト
・
ア
ウ
ト
）
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
と
デ
ン



一
八
〇

マ
ー
ク
は
適
用
除
外
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
定
の
経
済
収
斂
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
国
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
及
び
ス
ロ
ベ
ニ
ア
を
除
く

二
〇
〇
四
年
及
び
二
〇
〇
七
年
加
盟
の
一
一
か
国
）
は
、「M

em
ber S

tates w
ith a derogation

」（
ユ
ー
ロ
非
参
加
国
）
と
し
て
、
条
約
の
規
定

の
一
部
及
び
欧
州
中
央
銀
行
制
度
（
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
）
の
権
利
義
務
の
一
部
の
適
用
を
除
外
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
、
イ

ギ
リ
ス
政
府
は
ユ
ー
ロ
へ
の
参
加
移
行
計
画
（N

ational C
hangeover P

lan

）
改
訂
版
を
発
表
。
政
府
と
し
て
は
ユ
ー
ロ
参
加
準
備
を
継
続
し
つ

つ
、
経
済
条
件
の
充
足
状
況
に
よ
っ
て
参
加
・
不
参
加
の
判
断
を
行
う
と
の
立
場
を
確
認
し
た
。

（
６
）	

リ
ス
ボ
ン
条
約
に
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
に
つ
い
て
の
明
文
の
規
定
は
な
い
が
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
で
改
正
さ
れ
た
Ｅ
Ｕ
条
約
の
第
二
条
で
「
連
合
は
、

人
の
尊
重
、
自
由
、
民
主
主
義
、
平
等
、
法
の
支
配
の
尊
重
、
お
よ
び
少
数
者
に
属
す
る
人
々
の
権
利
を
含
む
人
権
の
尊
重
と
い
う
価
値
に
基
礎
を

置
く
」
と
規
定
し
、
さ
ら
に
同
条
約
六
条
一
項
で
「
連
合
は
、
条
約
と
同
じ
法
的
価
値
を
持
つ
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
一
二
日
に
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル

に
お
い
て
再
確
認
さ
れ
た
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
七
日
の
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
に
定
め
る
権
利
、
自
由
お
よ
び
原
則
を
認
め
る
」
と
規
定
し
た
。

Jean-C
laude P

iris, T
he L

isbon T
reaty-

A
 L

egal and P
olitical A

nalysis, C
am

bridge U
P

, 2010, pp.146-66. 

な
お
、
Ｅ
Ｕ
条
約
、
Ｅ
Ｕ

機
能
条
約
の
条
文
の
は
基
本
的
に
鷲
江
義
勝
『
リ
ス
ボ
ン
条
約
に
よ
る
欧
州
統
合
の
新
展
開
』（
ミ
ネ
ル
バ
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）
所
収
の
条
約
の

邦
訳
に
依
拠
し
、
ま
た
参
考
に
し
た
（
執
筆
者
が
一
部
加
筆
修
正
）。
ま
た
、
そ
の
注
釈
的
解
釈
と
し
て
は
、
庄
司
克
宏
「
Ｅ
Ｕ
条
約
コ
ン
メ
ン

タ
ー
ル
」（「
貿
易
と
関
税
」
二
〇
一
一
年
号
連
載
）
を
参
照
。

（
７
）	T

hom
as C

hristiansen, T
he E

U
 reform

 process: from
 the E

uropean C
onstitution to the L

isbon T
reaty, included in 

M
aurizio C

arbone, N
ational P

olitics and E
uropean Integration, E

dw
ard E

lgar P
ub. L

td, 2010, pp.16-33.

（
８
）	

欧
州
憲
法
条
約
草
案
は
、
二
〇
〇
一
年
一
二
月
の
欧
州
理
事
会
に
お
い
て
欧
州
諮
問
会
議
を
開
催
し
、
欧
州
の
将
来
の
あ
る
べ
き
方
向
を
検
討

す
る
よ
う
委
託
さ
れ
、
ラ
ー
ケ
ン
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
、
既
存
の
条
約
の
簡
素
化
・
再
編
成
が
憲
法
制
定
に
向
か
い
得
る
可
能
性
が
示

唆
さ
れ
た
。
二
〇
〇
一
年
一
二
月
一
四
日
一
五
日
ラ
ー
ケ
ン
欧
州
理
事
会
議
長
国
報
告
書
一
（L

aeken D
eclaration on the F

uture of the 

E
uropean U

nion

）
参
照
。
そ
れ
に
よ
り
二
〇
〇
二
年
二
月
末
か
ら
欧
州
諮
問
会
議
（C

onvention

）
が
開
催
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
七
月
一
八
日
に

最
終
版
と
し
て
の
欧
州
憲
法
条
約
草
案
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
の
ち
、
そ
れ
は
政
府
間
会
議
に
提
出
さ
れ
、
一
部
の
修
正
が
施
さ
れ
た
が
、
二
〇
〇
四

年
六
月
に
合
意
。
同
年
一
〇
月
二
九
日
に
加
盟
国
に
よ
り
署
名
さ
れ
た
。
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八
一

（
９
）	S

ee e.g., J.H
.H

. W
eiler, D

oes E
urope need a C

onstitution? R
eflections on dem

os, telos, and the G
erm

an M
aastricht 

decision, 1 E
ur. L

.J. 219 

（1995

）, and P
aul C

raig, C
onstitutions, C

onstitutionalism
, and the E

uropean U
nion, 7 E

ur. L
.J. 125 

（2001
）.

（
１０
）	W

illiam
 M

etzger and K
atrin P

ecker, T
h

e S
tate of R

atifi
cation

 P
rocesses for th

e E
U

 C
on

stitu
tion

 in
 all M

em
ber S

tates 

an
d

 in
 th

e A
ccession

 C
ou

n
tries B

u
lgaria an

d
 R

om
an

ia 

（IE
P

 R
atification S

urvey, 10 A
ugust 2006

）, para G
reat B

ritain, p.14. 

細
谷
雄
一
「
リ
ス
ボ
ン
条
約
と
イ
ギ
リ
ス
」
日
本
Ｅ
Ｕ
学
会
年
報
第
三
一
号
（
二
一
一
年
）
所
収
一
五
七
頁
参
照
。

（
１１
）	

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
二
七
カ
国
中
、
批
准
手
続
き
に
際
し
、
唯
一
国
民
投
票
を
行
っ
た
が
、
二
〇
〇
八
年
六
月
の
国
民
投
票
（
第
一

回
）
に
て
、
そ
こ
で
条
約
へ
の
批
准
が
否
決
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
及
び
二
〇
〇
九
年
六
月
の
欧
州
理
事
会
に
お
い
て
、

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
国
民
の
懸
念
の
払
拭
に
努
め
た
。
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
二
日
の
二
度
目
の
国
民
投
票
が
実
施
さ
れ
、
賛
成
を
得
た
。

（
１２
）	

こ
れ
に
よ
り
二
〇
〇
五
年
五
月
の
フ
ラ
ン
ス
、
六
月
の
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
国
民
投
票
で
欧
州
憲
法
条
約
の
批
准
が
否
決
さ
れ
た
こ
と
で
生
じ

た
Ｅ
Ｕ
機
構
制
度
改
革
議
論
の
停
滞
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
。

（
１３
）	

リ
ス
ボ
ン
条
約
の
前
文
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
：「
連
合
の
効
率
お
よ
び
民
主
的
正
統
性
を
促
進
し
、
か
つ
そ
の
行
為
の
一
貫
性
を
改
善

す
る
た
め
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条
約
と
ニ
ー
ス
条
約
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
を
完
成
す
る
こ
と
を
希
求
し
、
Ｅ
Ｕ
条
約
、
Ｅ
Ｃ
設
立
条
約

お
よ
び
欧
州
原
子
力
共
同
体
条
約
を
改
正
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
」
と
。
さ
ら
に
前
文
に
続
く
一
条
か
ら
七
条
の
規
定
は
以
下
の
通
り
：
一
条
：
Ｅ
Ｕ

条
約
の
改
正
を
規
定
、
二
条
：
Ｅ
Ｃ
条
約
の
改
正
、
お
よ
び
Ｅ
Ｃ
条
約
の
名
称
を
Ｅ
Ｕ
連
合
機
能
条
約
に
変
更
す
る
旨
、
規
定
、
三
条
：
本
条
約
の

有
効
期
限
は
無
期
限
で
あ
る
旨
、
規
定
、
四
条
：
議
定
書
一
は
Ｅ
Ｕ
条
約
等
に
付
属
す
る
議
定
書
の
修
正
。
議
定
書
二
は
欧
州
原
子
力
共
同
体
の
改

正
す
る
旨
、
規
定
、
五
条
：
条
文
番
号
の
変
更
に
つ
い
て
規
定
、
六
条
：
本
条
約
の
批
准
手
続
き
と
寄
託
先
に
つ
い
て
規
定
、
七
条
：
本
条
約
は
リ

ス
ボ
ン
条
約
と
称
さ
れ
る
旨
、
規
定
。

（
１４
）	

［
Ｅ
Ｕ
の
設
立
・
目
的
、
Ｅ
Ｕ
市
民
権
、
Ｅ
Ｕ
の
権
限
、
機
構
制
度
（A

rticle I-1-A
rticle I-60

）］

（
１５
）	

（A
rticle IV

-437-A
rticle IV

-448

） （A
rticle IV

-437-A
rticle IV

-448
）

（
１６
）	T

reaty on E
uropean U

nion, or T
E

U
; also know

n as the M
aastricht T

reaty



一
八
二

（
１７
）	

（A
rticle III-115-A

rticle III-436

）

（
１８
）	T

reaty establishing the E
uropean C

om
m

unity, or T
E

C
; also know

n as the T
reaty of R

om
e.

（
１９
）	
（A

rticle II-61-A
rticle II-114

）

（
２０
）	
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
条
約
は
一
九
五
二
年
七
月
二
三
日
に
発
効
し
、
そ
の
五
〇
年
後
の
二
〇
〇
二
年
七
月
二
三
日
、
条
約
の
定
め
に
従
い
失
効
し
た
。
欧

州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
は
、
後
に
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
一
部
と
な
る
。
ま
た
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
と
も
に
、
欧
州
原
子
力
共
同
体
（
お
よ
び
そ
の
設
立

条
約
）
は
、
部
分
的
に
改
め
ら
れ
る
が
、
存
続
す
る
（
リ
ス
ボ
ン
条
約
附
属
第
二
議
定
書
参
照
）。

（
２１
）	S

ee e.g., T
he T

reaty of A
m

sterdam
 in P

erspective, B
M

D
F

 book series, 2nd edn., 1998.

（
２２
）	S

ee e.g., T
he T

reaty of N
ice in P

erspective, B
M

D
F

 book series, 2001. A
lso see, E

U
 S

tudies in Japan, vol., 22 

（2002

）. 「
ニ
ー

ス
条
約
と
欧
州
統
合
の
新
展
開
」
日
本
Ｅ
Ｕ
学
会
年
報
第
二
二
号
（
二
〇
〇
二
年
）
参
照
。

（
２３
）	Jean-C

laude P
iris, su

pra n
ote, at pp.146-66.

（
２４
）	

リ
ス
ボ
ン
条
約
で
改
正
さ
れ
た
Ｅ
Ｕ
条
約
第
一
条
の
三
段
に
よ
れ
ば
、「
連
合
は
本
条
約
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
を
基
礎
に
創
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
二
つ
の
条
約
は
同
等
の
法
的
価
値
を
有
す
る
。
連
合
は
欧
州
共
同
体
に
と
っ
て
か
わ
る
も
の
と
し
、
か
つ
欧
州
共
同
体
を
継
承
す
る
」
と
あ
る
。

（
２５
）	

共
通
の
外
務
・
安
全
保
障
政
策
に
関
し
て
は
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
の
改
正
に
よ
っ
て
未
だ
超
国
家
的
権
限
に
吸
収
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
分
野
に
対
す
る
Ｅ
Ｕ
司
法
裁
判
所
の
管
轄
権
は
な
お
制
限
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
体
制
で
も
な
お
、
二
本
柱
に
な
っ
て
い
る
と

理
解
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
、
外
務
理
事
会
常
任
議
長
に
新
し
い
職
責
に
Ｅ
Ｕ
の
「
外
務
安
全
保
障
政
策
上
級
代
表
」（H

igh R
epresentative for 

foreign and security policy

）
を
設
置
し
た
。
欧
州
憲
法
条
約
の
な
か
で
は
Ｅ
Ｕ
外
務
大
臣
が
盛
り
込
ま
れ
た
が
、
こ
れ
は
リ
ス
ボ
ン
条
約
で
除

去
さ
れ
た
。
さ
ら
に
こ
の
上
級
代
表
は
欧
州
員
会
の
副
委
員
長
（V

ice-president of the C
om

m
ission

）
も
兼
職
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
Ｅ
Ｕ
の
共
通
外
交
安
全
保
障
政
策
に
関
す
る
主
要
な
任
務
を
一
人
の
人
物
が
兼
務
す
る
こ
と
に
よ
り
、
対
外
関
係
を
一
体
的
か
つ
継
続
的
に

担
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

（
２６
）	

警
察
・
司
法
分
野
に
お
け
る
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
間
の
協
力
制
度
は
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
に
基
づ
き
導
入
さ
れ
た
（
Ｅ
Ｕ
条
約
旧
第
Ｋ
条
参
照
）。

当
時
の
正
式
名
称
は
、「
司
法･

内
政
分
野
に
お
け
る
協
力
」
で
あ
り
、
同
条
約
に
基
づ
く
緩
や
か
な
政
策
協
力
と
し
て
始
ま
っ
た
。
そ
の
主
な
対



Ｅ
Ｕ
法
の
現
在
（
加
藤
）

一
八
三

象
は
、
移
民
・
庇
護
政
策
、
ま
た
、
国
境
検
査
、
麻
薬
取
引
や
そ
の
他
の
重
大
国
際
犯
罪
対
策
の
調
整
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
条

約
に
よ
る
改
正
の
最
重
要
ポ
イ
ン
ト
は
加
盟
国
が
司
法
・
内
政
分
野
に
お
け
る
一
定
の
管
轄
権
を
Ｅ
Ｕ
（
厳
密
に
は
Ｅ
Ｃ
）
に
委
譲
し
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
Ｅ
Ｃ
へ
委
譲
し
た
主
た
る
管
轄
権
は
域
内
に
お
け
る
移
民
政
策
な
ど
で
あ
る
。

（
２７
）	
こ
こ
で
の
自
由
に
は
、
Ｅ
Ｕ
条
約
三
条
二
項
に
よ
れ
ば
、
人
の
移
動
の
自
由
の
保
障
、
あ
る
い
は
ま
た
、
人
権
の
保
護
や
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
禁

止
、
さ
ら
に
は
、
国
境
（
Ｅ
Ｕ
域
境
）
検
査
、
庇
護
・
移
民
政
策
、
ビ
ザ
の
発
給
も
含
ま
れ
よ
う
。

（
２８
）	

こ
こ
で
の
安
全
に
は
、
Ｅ
Ｕ
条
約
三
条
二
項
に
よ
れ
ば
、
犯
罪
の
防
止
と
撲
滅
、
と
り
わ
け
、
テ
ロ
、
人
身
販
売
、
子
ど
も
に
対
す
る
犯
罪
、

違
法
な
薬
物
・
武
器
取
引
、
贈
収
賄
お
よ
び
詐
欺
が
含
ま
れ
よ
う
。

（
２９
）	

Ｅ
Ｕ
市
民
に
対
す
る
司
法
の
保
障
を
い
う
。

（
３０
）	S

ee e.g., Jean-C
laude P

iris, su
pra n

ote, pp.167-203.

（
３１
）	

Ｅ
Ｕ
条
約
の
前
文
一
二
段
で
「
本
条
約
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
の
諸
規
定
に
従
い
、
自
由
、
安
全
お
よ
び
司
法
の
領
域
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ

り
、
人
々
の
安
心
と
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
人
の
自
由
移
動
を
容
易
に
す
る
こ
と
を
決
意
し
」、
同
Ｅ
Ｕ
条
約
三
条
二
項
で
は
「
連
合
は
内
部
に
境

界
線
の
な
い
自
由
、
安
全
お
よ
び
司
法
の
領
域
を
Ｅ
Ｕ
市
民
に
与
え
、
そ
こ
に
お
い
て
は
、
対
外
国
境
管
理
、
亡
命
者
庇
護
、
移
民
お
よ
び
犯
罪
の

防
止
と
撲
滅
に
関
し
て
適
切
な
措
置
を
取
り
な
が
ら
、
人
の
自
由
移
動
が
保
護
さ
れ
る
」
と
規
定
し
た
。
具
体
的
な
運
営
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
機
能

条
約
六
七
条
以
下
を
参
照
。

（
３２
）	Ingolf P

ernice, T
he T

reaty of L
isbon and F

undam
ental R

ights, W
H

I–P
aper 7/08, pp.236-7.

（
３３
）	C

ase 6/64, C
osta/

E
N

E
L

 

［1964

］ E
C

R
 1251.

（
３４
）	C

ase 26/62, V
an

 G
en

d
 en

 L
oos v N

ed
erlan

d
se A

d
m

in
istrative d

er B
elastin

gen 

［1963

］ E
C

R
 1.

（
３５
）	T

he C
om

m
unity constitutes a new

 legal order of international law
 for the benefit of w

hich the states have lim
ited their 

sovereign rights, albeit w
ithin lim

ited fields and the subjects of w
hich com

prise not only m
em

ber states but also their 

nationals. ”

（
３６
）	John M

arshall

（1755-1835

）.

う
ち
、
一
八
〇
一
年
か
ら
一
八
三
五
年
ま
で
史
上
最
長
の
合
衆
国
最
高
裁
判
所
長
官
を
務
め
、
ア
メ
リ
カ
初



一
八
四

期
に
お
け
る
連
邦
主
義
の
基
礎
を
築
い
た
。

（
３７
）	

一
九
七
三
年
に
当
時
の
Ｅ
Ｃ
に
加
盟
し
た
イ
ギ
リ
ス
は
憲
法
に
議
会
主
権
を
か
か
え
、
こ
れ
と
Ｅ
Ｕ
法
の
優
位
性
を
整
合
さ
せ
る
の
に
イ
ギ
リ

ス
の
司
法
部
が
多
く
の
判
決
の
な
か
で
費
や
し
て
き
た
年
月
の
労
力
は
相
当
な
も
の
で
あ
る
。
ま
だ
解
決
し
た
と
は
言
え
な
い
が
、
一
九
七
三
年
の

加
盟
か
ら
画
期
的
判
決
の
一
つ
と
言
わ
れ
る
フ
ァ
ク
タ
テ
ー
ム
事
件
判
決
が
出
る
ま
で
、
三
〇
年
近
く
も
か
か
っ
て
い
る
。
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
の
議

会
主
権
と
議
会
制
定
法
の
階
層
化
に
つ
い
て
─
Ｅ
Ｕ
法
の
優
位
性
と
イ
ギ
リ
ス
の
お
け
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
発
展
」
日
本
法
学
七
七
巻
二
号
四
二
頁

以
下
参
照
。

（
３８
）	C

ase 106/77, A
m

m
istrazion

e d
elle F

in
an

ze d
ello S

tato v. S
im

m
eth

al 

［1978

］ E
C

R
 629.

（
３９
）	Jean-C

laude P
iris, su

pra n
ote, pp.112-45.

（
４０
）	

リ
ス
ボ
ン
条
約
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
立
法
手
続
き
を
簡
素
化
し
、
決
定
手
続
き
は
大
別
し
て
立
法
行
為
の
た
め
の
手
続
き

と
、
そ
の
他
の
非
立
法
手
続
の
二
通
り
に
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
立
法
行
為
に
つ
い
て
は
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
二
八
九
条
に
規
定
さ
れ
、
大
別
し
て
通
常
立

法
手
続
（ordinary legislative procedure

）
と
特
別
立
法
手
続
（special legislative procedure

）
に
類
別
さ
れ
た
。
ニ
ー
ス
条
約
の
下
で
行

わ
れ
て
い
た
共
同
決
定
手
続
（co-decision
）
は
、
リ
ス
ボ
ン
条
約
で
は
、
名
称
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
通
常
立
法
手
続
き
と
称
さ
れ
、
今
後
、

Ｅ
Ｕ
の
基
本
的
な
手
続
き
と
な
る
。

（
４１
）	

Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
四
五
条
。

（
４２
）	

Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
四
九
条
。
お
よ
び
五
四
条
。

（
４3
）	

安
江
則
子
「
Ｅ
Ｕ
リ
ス
ボ
ン
条
約
に
お
け
る
基
本
権
の
保
護
─
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｒ
と
の
関
係
を
中
心
に
─
」
立
命
館
法
学
二
〇
〇
九
年
一
号
（
三
二
三

号
）
一
八
六
頁
。

（
４4
）	

こ
れ
ら
の
権
利
は
、
後
掲
の
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
第
五
編
（
第
三
九
条
～
第
四
六
条
）
で
も
保
障
さ
れ
て
い
る
。

（
４5
）	

安
江
前
掲
注
論
文
一
八
五
頁
参
照
。

（
４6
）	

In
tern

ation
ale H

an
d

elsgesellsch
aft G

m
bH

 v. E
V

S
T

, C
ase 11/70, 

［1970

］ E
C

R
 1125; 

［1972

］ C
M

L
R

 255. 

中
村
民
雄
・
須
網

隆
夫
Ｅ
Ｕ
法
基
本
判
例
集
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
七
年
）
一
四
二
頁
以
下
参
照
。



Ｅ
Ｕ
法
の
現
在
（
加
藤
）

一
八
五

（
４7
）	

理
事
会
規
則120/67.

欧
州
委
員
会
規
則473/67.

（
４8
）	

S
olan

ge I 

（B
V

erG
E

 37, 271

）.
（
４9
）	
一
九
六
九
年
のS

tau
d

er

事
件
判
決
の
な
か
で
、
共
同
体
レ
ベ
ル
に
お
け
る
基
本
的
人
権
の
尊
重
の
姿
勢
を
出
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ

き
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
共
同
体
裁
判
所
に
よ
り
、
尊
重
す
べ
き
「
法
の
一
般
原
則
と
し
て
不
可
欠
の
一
部
を
形
成
」
し
、
そ
う
し
た
権
利
の
保
障

は
「
加
盟
国
に
共
通
の
憲
法
的
伝
統
に
示
唆
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
共
同
体
の
構
造
と
目
的
の
枠
組
み
の
な
か
で
確
保
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
さ

れ
て
い
た
。

（
50
）	

庄
司
克
宏
『
Ｅ
Ｕ
法　

基
礎
篇
』（
岩
波
書
店
二
〇
〇
三
年
）
一
六
二
頁
参
照
。

（
５1
）	

C
ase 4/

73 J. N
ord

, K
oh

len
-u

n
d

 B
au

stoffgroB
h

an
d

lu
n

g v. C
om

m
ission 

［1974

］ E
C

R
 491, para. 13. 

日
本
語
訳
は
庄
司
訳
に

よ
る
。

（
５2
）	E

uropean C
onvention on H

um
an R

ights 

（E
C

H
R

）. 

正
式
に
は
、「
人
権
と
基
本
的
自
由
保
護
の
た
め
の
条
約
」
で
あ
る
。
世
界
人
権
宣

言
の
な
か
の
自
由
権
を
集
団
的
に
保
障
し
よ
う
と
す
る
国
際
条
約
で
あ
る
。
自
由
権
を
集
団
的
に
保
障
し
て
い
こ
う
と
い
う
条
約
。
一
九
五
〇
年

一
一
月
四
日
、
ロ
ー
マ
で
調
印
、
一
九
五
三
年
九
月
三
日
に
発
効
。
条
約
履
行
を
確
保
す
る
た
め
、
欧
州
人
権
委
員
会
と
欧
州
人
権
裁
判
所
を
設
け

た
が
、
一
九
九
八
年
に
両
機
関
を
継
承
し
て
現
在
の
欧
州
人
権
裁
判
所
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
条
約
を
い
ち
早
く
批
准
し
た
が
、
国

内
立
法
措
置
を
長
く
と
ら
ず
に
い
た
。
し
か
し
、
一
九
九
八
年
よ
う
や
く
人
権
法
を
制
定
し
て
、
人
権
条
約
の
効
力
を
国
内
に
も
た
ら
し
た
。

（
５3
）	O

J 

［1977

］ C
 103/1, 27/04/1977p.1-2

）. 

（
５4
）	

S
olan

ge II 

（B
V

erG
E

 73, 339

）.

（
５5
）	

W
u

n
sch

e H
an

d
elsgesellsch

aft case, 22 O
ctober 1986, 

［1987

］ 3 C
M

L
R

 325.

（
５6
）	

改
正
さ
れ
た
ド
イ
ツ
憲
法
の
二
三
条
で
は
、
こ
の
基
本
法
の
基
本
権
保
障
に
匹
敵
す
る
基
本
権
保
障
を
有
し
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
の
発
展

に
の
み
協
力
す
る
と
し
て
い
る
。（
岡
田
俊
幸
（
一
九
九
三
）「
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
と
ボ
ン
基
本
法
」（
石
川
明
編
『
Ｅ
Ｃ
統
合
の
法
的
側
面
』

所
収
）
五
二
頁
参
照
。

（
５7
）	

同
右
。



一
八
六

（
５8
）	

Ｅ
Ｕ
条
約
は
一
九
九
二
年
二
月
七
日
に
締
結
さ
れ
、
一
九
九
三
年
一
一
月
一
日
に
発
効
し
て
い
る
が
、
そ
の
間
の
一
九
九
三
年
六
月
二
一
～

二
二
日
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
開
催
さ
れ
た
欧
州
理
事
会
は
、
Ｅ
Ｕ
条
約
上
の
加
盟
申
請
要
件
を
確
認
し
、
ま
た
、
新
た
な
要
件
を
設
け
て
い
る
が
、

一
般
に
こ
れ
を
「
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
基
準
」
と
呼
ん
で
い
る
［B

ull. B
R

eg. 1993, 629, 632

］）。
経
済
的
要
件
の
ほ
か
に
地
理
的
要
件
、
政
治
的
・

法
的
要
件
、
Ｅ
Ｃ
法
の
総
体
系
の
受
容
が
あ
る
。

（
５9
）	

さ
ら
に
は
、
加
盟
各
国
が
批
准
し
、
加
盟
し
て
い
る
欧
州
人
権
条
約
を
後
の
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
に
お
い
て
基
本
権
は
共
同
体
法
の
一
般
原

則
と
明
記
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

（
60
）	

濱
口
桂
一
郎
『
Ｅ
Ｕ
労
働
法
の
形
成
─
欧
州
社
会
モ
デ
ル
に
未
来
は
あ
る
か
？
』（
日
本
労
働
研
究
所
、
二
〇
〇
一
年
）

（
６1
）	

濱
口
前
掲
書
一
五
─
一
九
頁
参
照
。

（
６2
）	D

esm
ond D

inan, E
ver C

loser U
nion, M

acM
illan, 1999, at p.423.

（
６3
）	

同
上
、
一
四
─
一
五
頁
参
照
。

（
６4
）	K

.L
enaerts and P

.V
. N

uffel, E
uropean U

nion L
aw

, S
w

eet &
 M

axw
ell, 2011, at pp.397-416.

（
６5
）	

Ibid
., at p.397.

（
６6
）	

承
知
の
通
り
、
労
働
条
件
の
世
界
的
な
向
上
を
も
た
ら
す
解
決
策
の
発
見
を
可
能
に
す
る
国
際
的
な
制
度
的
枠
組
み
で
、
二
〇
一
一
年
六
月
末

現
在
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
に
は
一
八
九
の
条
約
と
二
〇
一
の
勧
告
が
あ
る
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
駐
日
事
務
所
資
料
）。

（
６7
）	

一
九
六
一
年
一
〇
月
一
八
日
に
署
名
、
一
九
六
五
年
二
月
二
六
日
に
発
効
し
た
。
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
同
評
議
会
は
、
一
九
五
〇
年
、
人

権
保
護
を
目
的
と
し
た
「
欧
州
人
権
条
約
」
を
採
択
し
て
い
る
。
欧
州
人
権
条
約
が
政
治
的
、
市
民
的
権
利
を
規
定
し
て
い
る
の
に
対
し
、
欧
州
社

会
憲
章
は
社
会
的
、
経
済
的
権
利
を
規
定
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
労
働
条
件
に
か
か
わ
る
権
利
、
社
会
保
障
に
関
わ
る
権
利
、
社
会
的
弱
者
に
関
わ

る
権
利
を
規
定
し
て
い
る
。
な
お
、
同
評
議
会
は
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
るE

uropean C
ouncil

と
は
異
な
る
の
で
注
意
を
要
す
る
。E

uropean 

C
ouncil

は
Ｅ
Ｕ
の
元
の
首
脳
会
議
で
あ
る
が
、
現
在
は
Ｅ
Ｕ
条
約
上
の
政
治
的
最
高
の
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
。

（
６8
）	E

E
C

 T
reaty A

rticle117 sets out: inspiration should be draw
n from

 the C
onventions of the International L

abour 

O
rganization and from

 the E
uropean S

ocial C
harter of the C

ouncil of E
urope.



Ｅ
Ｕ
法
の
現
在
（
加
藤
）

一
八
七

（
６9
）	

な
お
、
イ
ギ
リ
ス
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
「
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
へ
の
適
用
に
関
す
る
議
定
書
」
の
第
一
条
に
よ
れ

ば
、
同
基
本
権
憲
章
が
Ｅ
Ｕ
司
法
裁
判
所
と
両
国
の
裁
判
所
が
両
国
の
法
令
等
に
つ
い
て
基
本
権
違
反
を
認
定
す
る
権
限
を
拡
張
す
る
も
の
で
な
い

と
定
め
て
い
る
。
庄
司
克
宏
編
『
Ｅ
Ｕ
法　

実
務
篇
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）
三
五
六
─
五
八
頁
参
照
。

（
70
）	
ア
ル
ビ
ン
・
エ
ー
ザ
ー
（A

.E
ser

）
著
、
高
柴
優
貴
子
、
松
倉
治
代
西
本
健
太
郎
（
共
訳
）、「
Ｅ
Ｕ
基
本
権
憲
章
に
お
け
る
刑
法
お
よ
び
刑

事
手
続
の
た
め
の
人
権
保
障
」
立
命
館
法
学
二
〇
〇
九
年
一
号
（
三
二
三
号
）
一
三
六
頁
。

（
７1
）	

こ
れ
は
Ｅ
Ｕ
市
民
に
限
ら
れ
な
い
。
Ｅ
Ｕ
領
域
に
滞
在
す
る
者
に
も
開
か
れ
て
い
る
。「
域
内
に
長
期
滞
在
す
る
第
三
国
人
と
比
べ
、
Ｅ
Ｕ
市

民
権
は
特
権
付
与
的
だ
と
す
る
批
判
を
緩
和
し
、
憲
章
全
体
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
ズ
ム
な
性
格
を
前
面
に
出
し
て
、
よ
り
開
か
れ
た
市
民
権
の
イ
メ
ー

ジ
を
提
示
し
て
い
る
」
と
評
価
が
あ
る
。
安
江
、
前
掲
論
文
一
九
一
頁
。

（
７2
）	

八
条
は
個
人
の
情
報
ア
ク
セ
ス
権
で
は
な
く
、
デ
ー
タ
の
保
護
で
あ
る
。

（
７3
）	

山
本
直
「
第
三
章　

Ｅ
Ｕ
の
原
則
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
改
革
」、
鷲
江
前
掲
書
所
収
、
五
六
─
七
頁
参
照
。

（
７4
）	

庄
司
克
宏
前
掲
『
Ｅ
Ｕ
法　

基
礎
篇
』
一
一
五
頁
、
一
六
一
頁
以
下
参
照
。

（
７5
）	

山
本
前
掲
論
稿
、
五
九
頁
参
照
。

（
７6
）	

こ
の
議
定
書
は
二
か
条
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
条
第
一
項
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
イ
ギ
リ
ス
の
国
内
に
お
け
る
「
法
令
、
規
則
、
行
政
規

程
」
が
憲
章
に
整
合
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
両
国
の
国
内
裁
判
所
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
司
法
裁
判
所
が
判
断
す
る
こ
と
を
除
外
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
項

で
は
、
経
済
的
お
よ
び
社
会
的
権
利
に
つ
い
て
規
定
す
る
憲
章
の
第
四
編
は
司
法
判
断
適
合
性
の
権
利
を
創
出
し
な
い
と
し
て
い
る
。




